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２
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―
―  『
婆
沙
論
』
と
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て 

―
―

池

田

宗

讓

一

は
じ
め
に

本
稿
は
『
大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集
』
第
三
十
五
号
に
掲
載
し
た
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有

り
や
不
や
発
問
の
周
囲
（
１
） 

―
―
『
婆
沙
論
』
と
『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
」
―
―
に
引
き
つ
づ
く

研
究
で
あ
る
。

当
研
究
の
目
的
は
前
稿
の
は
じ
め
に
認
め
た
。
前
稿
で
は
、
内
題
「〔
Ⅰ
〕『
婆
沙
論
』
に
お
け
る

「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
の
発
問
の
周
囲
」
と
し
て
論
を
進
め
た
。
本
稿
は
そ
の
第

二
の
問
題
、『
涅
槃
経
』
に
お
い
て
発
せ
ら
れ
る
件
の
問
い
を
め
ぐ
る
考
察
「〔
Ⅱ
〕『
大
般
涅
槃
経
』

に
お
け
る
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
の
発
問
の
周
囲
」
と
し
て
論
を
進
め
る
。

〔
Ⅱ
〕『
大
般
涅
槃
経
』
に
お
け
る
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
の
発
問
の
周
囲

前
稿
の
初
め
に
『
婆
沙
論
』
と
『
涅
槃
経
』
の
当
該
の
発
問
を
含
む
二
諦
論
説
の
構
造
を
対
照
し

た
。
煩
で
は
あ
る
が
再
度
、
対
照
図
を
示
し
て
お
く
。

＊
漢
訳
原
文
の
掲
示
を
略
す
。

【
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論
・
巻
第
四
十
】（T28,298b

～c

）

問
う
て
曰
く
。

（a）
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
と
為
す
や
不
や
。

（b）
若
し
第
一
義
諦
有
ら
ば
、便
ち
是
れ
第
一
義
諦
に
し
て
世
諦
有
る
こ
と
無
し
。

若
し
無
く
ば
、
亦
た
是
れ
一
諦
の
み
、
謂
く
第
一
義
諦
な
り
。

答
え
て
曰
く
、
應
に
是
の
説
を
作
す
べ
し
。

（c）
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
、
と
。

（d）
若
し
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
無
く
ば
、
如
来
の
二
諦
を
説
き
た
ま
え
る
は
則

ち
其
れ
実
の
如
く
な
ら
ず
。
如
来
の
二
諦
を
説
き
た
ま
え
る
は
其
れ
実
の
如

く
な
る
が
故
に
、
世
諦
の
中
に
應
に
第
一
義
諦
有
る
べ
き
な
り
。

問
う
て
曰
く
、

（e）
若
し
然
ら
ば
、
便
ち
一
諦
の
み
有
ら
ん
、
謂
く
第
一
義
諦
な
り
。

答
え
て
曰
く
、
是
の
如
く
唯
だ
一
諦
有
る
の
み
、
謂
く
第
一
義
諦
な
り
。

問
う
て
曰
く
、
若
し
然
ら
ば
、
仏
は
何
の
故
に
二
諦
を
説
き
た
ま
え
る
や
。

答
え
て
曰
く
、
事（
唐
訳
：
差
別
縁
）を
以
て
の
故
に
し
て
、
体
分（
唐
訳
：
実
事
）
を
以
て
せ
ず
、

唯
だ
一
諦 

有
る
の
み
、
謂
く
第
一
義
諦
、
事
を
以
て
の
故
に
而
も
差
別
有
り
、

若
し
事
を
以
て
の
故
に
名
づ
け
て
世
諦
と
為
さ
ば
、
此
の
事
を
以
て
第
一
義
諦

と
名
づ
け
ず
、
若
し
事
を
以
て
の
故
に
第
一
義
諦
と
名
づ
け
ば
此
の
事
を
以
て

名
づ
け
て
世
諦
と
為
さ
ず
。
…
…

問
う
て
曰
く
、
世
諦
第
一
義
諦
は
別
体
と
し
て
施
設
し
得
て
雑
合
せ
ざ
る
可
し
と
為
す
や
。

答
え
て
曰
く
、
得
可
し
。
尊
者
和
須
蜜
の
説
き
て
曰
く
、
名
は
是
れ
世
諦
、
名
の
所
顕
の
義
は

是
れ
第
一
義
諦
な
り
、
復
た
次
に
、

（f）
世
間
の
所
説
に
隨
順
せ
る
は
是
れ
を
世

諦
と
名
づ
け
、
賢
聖
の
所
説
に
隨
順
せ
る
は
是
れ
を
第
一
義
諦
と
名
づ
く
…
…

等
々
の
諸
解
釈
を
出
す
。

【
大
般
涅
槃
経
・
巻
第
十
三
・
聖
行
品
】（T12,443a

）

そ
の
時
、
文
殊
師
利
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、

世
尊
よ
、
説
き
た
も
う
所
の
世
諦
と
第
一
義
諦
、
其
の
義
は
云
何
。

世
尊
よ
、

（a）
第
一
義
の
中
に
世
諦
有
り
や
不
や
。
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り

や
不
や
。
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二

（b）
如
し
其
れ
有
な
れ
ば
即
ち
一
諦
な
ら
ん
。

（d）
如
し
其
れ
無
な
れ
ば
將
に
如
來

の
虚
妄
の
説
に
非
ず
や
、
と
。

仏
、
言
わ
く
、
善
男
子
よ
、

（c）
世
諦
と
は
第
一
義
諦
な
り
、
と
。

文
殊
師
利
菩
薩
言
わ
く
、

世
尊
よ
、

（e）
若
し
爾
ら
ば
則
ち
二
諦
無
け
ん
、
と
。

仏
、
言
わ
く
、
善
男
子
よ
、
善
方
便
有
り
て
、
衆
生
に
隨
順
し
て
二
諦
有
り
と
説
く
の
み
。 

善
男
子
よ
、
若
し
言
説
に
随
わ
ば
則
ち
二
種
有
り
、
一
に
は
世
法
、
二
に
は
出

世
法
な
り
。

善
男
子
よ
、

（f）
出
世
人
の
知
る
所
の
如
き
は
第
一
義
諦
と
名
づ
け
、
世
人
の
知

る
者
を
ば
名
づ
け
て
世
諦
と
為
す
。
…
…

※
等
々
の
諸
解
釈
（
八
種
）
を
出
し
、
そ
の
第
八
に
「
実
（
一
）」
を
説
き
、

さ
ら
に
、
文
殊
菩
薩
の
問
い
を
起
こ
し
て
「
実
諦
」
の
論
説
を
展
開
。

さ
て
聖
行
品
は
、『
涅
槃
経
』
第
十
一
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。「
十
一
巻
」
は
曇
無
讖
訳
『
涅
槃

経
』
の
成
立
を
考
え
る
上
で
取
り
ざ
た
さ
れ
る
巻
数
で
あ
っ
て
、
四
〇
巻
本
『
涅
槃
経
』
の
前
後
の

区
切
り
と
な
る
点
に
つ
い
て
は
す
で
に
定
説
と
い
え
る
。
し
か
し
最
近
の
研
究
（
１
）

で
、『
高
僧
伝
』
の

「
曇
無
讖
伝
」
の
記
述
に
依
拠
し
た
従
来
の
学
説
と
は
別
に
、
曇
無
讖
が
は
じ
め
に
入
手
し
た
経
に

続
く
後
半
の
部
分
を
「
胡
人
」
か
ら
入
手
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
『
出
三
蔵
記
集
・
巻
八
』「
作

者
未
詳
の
大
般
涅
槃
経
記
」
に
も
と
づ
く
見
解
が
出
さ
れ
て
い
る
。
曇
無
讖
が
胡
人
か
ら
入
手
し
た

「
二
万
五
千
頌
」
を
容
す
る
「
胡
本
」
と
現
チ
ベ
ッ
ト
訳
、
及
び
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
断
片
に
見
ら
れ

る
奥
書
に
出
る
数
字
と
一
致
す
る
こ
と
を
「
こ
の
数
字
の
一
致
は
単
な
る
偶
然
と
し
て
看
過
し
が
た

い
」
と
し
て
、
も
し
胡
本
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
の
一
致
を
仮
定
す
る
と
す
れ
ば
、「
曇
無
讖
訳
の
一
〇
巻

以
降
の
増
広
部
分
も
、
イ
ン
ド
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
根
拠
を
持
つ
こ
と
に
な
ろ
う
」、
そ
し
て
曇

無
讖
訳
の
「
一
一
巻
以
降
は
、
空
の
思
想
が
仏
性
と
対
に
な
っ
て
説
か
れ
は
じ
め
る
と
こ
ろ
に
そ
の

一
つ
の
特
色
が
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
イ
ン
ド
仏
教
に
お
け
る
解
釈
学
の
方
向
に
沿
っ
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
（
２
）
」
と
。
こ
う
し
た
明
言
は
漢
訳
資
料
の
み
に
立
っ
て
西
域
イ
ン
ド
の
仏
教
研
究
の
思
潮

の
一
様
態
を
管
見
す
る
本
稿
の
仕
事
を
勇
気
づ
け
る
。

さ
て
、『
大
般
涅
槃
経
』
聖
行
品
は
、
は
じ
め
に
仏
が
迦
葉
菩
薩
に
対
し
て
、「
善
男
子
よ
、
菩
薩

摩
訶
薩
は
、応
当
に
是
の
大
般
涅
槃
経
に
於
い
て
専
心
に
五
種
の
行
を
思
惟
す
べ
し
」
と
し
て
聖
行
、

梵
行
、
天
行
、
嬰
児
行
、
病
行
の
五
行
を
提
示
し
て
菩
薩
摩
訶
薩
が
修
習
す
べ
き
基
本
的
な
修
行
と

し
て
「
聖
行
」
を
筆
頭
に
挙
げ
て
顕
揚
し
、さ
ら
に
「
復
、一
行
有
り
。
是
れ
如
來
行
に
し
て
、所
謂
、

大
乗
大
般
涅
槃
経
な
り
」と
大
乗
大
般
涅
槃
経
を
本
質
と
す
る
如
來
行
な
る
も
の
を
強
調
し
て
い
る
。

本
経
の
聖
行
品
は
戒
定
慧
三
学
を
聖
行
の
大
綱
と
し
て
い
て
、
は
じ
め
に
聖
行
と
し
て
の
「
戒
」

を
詳
説
し
、
説
き
終
わ
っ
て
「
善
男
子
よ
、
是
れ
を
菩
薩
摩
訶
薩
が
聖
行
を
修
習
す
と
名
づ
く
」
と

結
し
、
つ
い
で
「
聖
行
」
の
義
に
つ
い
て
問
い
を
起
こ
し
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

善
男
子
。
云
何
名
爲
聖
行
。
聖
行
者
。
佛
及
菩
薩
之
所
行
故
。
故
名
聖
行
。
以
何
等
故
名
佛
菩

薩
爲
聖
人
耶
。
如
是
等
人
有
聖
法
故
。
常
觀
諸
法
性
空
寂
故
。
以
是
義
故
故
名
聖
人
。
有
聖
戒

故
故
名
聖
人
。
有
聖
定
慧
故
故
名
聖
人
。
有
七
聖
財
。
所
謂
信
戒
慚
愧
多
聞
智
慧
捨
離
故
。
故

名
聖
人
。
有
七
聖
覺
故
故
名
聖
人
。
以
是
義
故
復
名
聖
行（

（
（

。

［
善
男
子
よ
、
い
か
な
る
も
の
を
聖
行
と
名
づ
け
る
の
か
。
聖
行
と
は
、
仏
と
菩
薩
が
行
ず
る
と
こ
ろ
を
名
づ
け

る
の
で
あ
る
。
何
故
に
仏
と
菩
薩
と
を
聖
人
と
い
う
の
か
。
仏
菩
薩
は
、
聖
な
る
法
を
体
得
し
て
お
り
、
常
に

◇
撮
要
◇　
〔
婆
〕：
阿
毘
曇
毘
婆
沙
論　
　
〔
涅
〕：
大
般
涅
槃
経

（a）
発
問　

真
諦
と
俗
諦
の
相
摂
関
係
に
つ
い
て

〔
婆
〕
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
は
有
る
の
か
無
い
の
か
？

〔
涅
〕
第
一
義
諦
の
中
に
世
諦
は
有
る
の
か
無
い
の
か
？

世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
は
あ
る
の
か
無
い
の
か
？

（b）
〃〔

婆
〕
有
る
と
す
る
と
世
諦
は
第
一
義
諦
の
こ
と
に
な
り
、
無
い
と
す
る
と
第
一
義
諦
一
諦
の

み
で
、
結
局 

、
二
諦
は
不
成
立
と
な
る
の
で
は
な
い
か

〔
涅
〕
有
る
と
す
る
と
一
諦
だ
け
で
は
な
い
か

（c）
答
え
る

〔
婆
〕
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り

〔
涅
〕
世
諦
と
は
第
一
義
諦
な
り

（d）
問
う　
　
〔
婆
〕
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
が
無
け
れ
ば
、
如
来
の
不
如
実
の
語
と
な
ろ
う

答
え
る　
〔
涅
〕
無
け
れ
ば
二
諦
有
り
と
は
如
来
の
虚
妄
の
説
と
な
ろ
う

（e）
問
う

〔
婆
〕
す
る
と
、
第
一
義
諦
の
一
諦
だ
け
と
な
る
の
で
は
な
い
か
？

〔
涅
〕
す
る
と
、
二
諦
は
存
在
し
な
い
の
で
は
な
い
か
？

（f）
以
下
、
二
諦
に
つ
い
て
多
様
な
解
説
を
行
う

＊
〔
婆
〕
差
別
事
（
北
涼
訳
、
唐
訳
は
差
別
縁
）
に
よ
る
二
諦
解
釈
を
紹
介

＊
〔
涅
〕
多
岐
に
わ
た
る
二
諦
解
説
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三

諸
法
性
空
寂
を
観
て
い
る
か
ら
聖
人
と
名
づ
け
、
聖
戒
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
ら
聖
人
と
名
づ
け
、
聖
な
る
定

慧
を
具
足
し
て
い
る
か
ら
聖
人
と
名
づ
け
、
信
・
戒
・
慚
・
愧
・
多
聞
・
智
慧
・
捨
離
と
い
っ
た
七
種
の
聖
な

る
財
宝
を
具
え
て
い
る
か
ら
聖
人
と
名
づ
け
る
。
七
聖
覚
を
具
え
て
い
る
か
ら
聖
人
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
意
味
で
仏
菩
薩
な
る
聖
人
の
行
い
を
聖
行
と
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。］

聖
人
と
は
仏
・
菩
薩
に
名
づ
け
る
。
仏
・
菩
薩
た
ち
は
聖
法
を
体
得
し
、
そ
の
境
地
は
空
観
に
基

礎
づ
か
れ
、
聖
な
る
戒
・
定
・
慧
を
具
足
し
、
信
・
戒
・
慚
・
愧
・
多
聞
・
智
慧
・
捨
離
と
い
っ
た

七
種
の
聖
な
る
財
宝
を
具
え
て
い
る
の
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
立
場
は
「
諸
法
性
空
寂
」
の
観
念
に

基
礎
づ
か
れ
、
大
乗
の
『
涅
槃
経
』
と
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ま
っ
た
く
大
乗
的
「
聖
人
」
像

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
て
、
そ
う
し
た
聖
人
た
る
仏
・
菩
薩
の
行
こ
そ
が
戒
定
慧
三
学
の
実

践
た
る
「
聖
行
」
で
あ
っ
て
、
こ
の
聖
行
品
は
三
学
を
大
綱
と
し
て
経
説
が
展
開
す
る
。
そ
の
こ
と

は
経
説
の
中
に
明
ら
か
に
読
み
と
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
因
み
に
中
国
・
南
北
朝
期
の
注
釈
家
は
い
ず

れ
も
三
学
を
も
っ
て
当
品
の
大
段
と
な
し
て
い
る（

（
（

。『
涅
槃
経
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
唯
一
完
全
な

形
で
現
存
す
る
灌
頂
『
涅
槃
経
疏
』
は
詳
細
な
科
段
を
施
し
て
い
て
、
戒
行
・
定
行
・
行
慧
を
説
く

も
の
と
判
じ
て
い
る（

（
（

。

さ
て
、二
諦
を
め
ぐ
る
教
説
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
慧
学
に
相
当
す
る
段
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、

四
諦
・
二
諦
・
一
実
諦
に
つ
い
て
懇
切
な
解
説
が
な
さ
れ
、
分
量
的
に
も
「
聖
行
品
」
の
大
部
分
を

占
め
、
こ
の
品
が
菩
薩
摩
訶
薩
の
慧
行
説
述
に
力
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
そ
の
経

説
の
具
体
的
内
容
は
、
四
諦
・
二
諦
・
一
実
諦
の
三
題
の
詳
細
な
解
説
で
あ
る
が
、
こ
の
三
題
は
別
々

の
テ
ー
マ
と
し
て
無
関
係
に
立
て
ら
れ
解
説
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
仏
陀
と
対
告
衆
と
の
問
答
往
復

と
い
う
形
の
な
か
で
、
相
互
に
関
係
性
を
も
つ
テ
ー
マ
と
し
て
四
諦
解
説
の
展
開
か
ら
二
諦
説
を
引

き
出
し
、
二
諦
解
説
の
展
開
か
ら
一
実
諦
を
引
き
出
し
て
ゆ
く
と
い
う
よ
う
に
、
菩
薩
摩
訶
薩
が
大

乗
大
般
涅
槃
経
の
本
質
に
至
る
た
め
の
慧
行
（
こ
れ
は
一
実
諦
に
究
竟
す
る
）
を
実
に
巧
み
に
説
き

上
げ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

本
論
攷
の
目
的
は
、『
婆
沙
論
』
の
四
諦
論
説
で
み
た
よ
う
な
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や

不
や
」
の
問
い
を
も
っ
て
四
諦
論
説
か
ら
二
諦
説
を
引
き
起
こ
し
、
も
っ
て
仏
陀
が
二
諦
を
説
い
た

理
由
を
多
様
な
解
釈
を
も
っ
て
示
し
て
ゆ
く
と
い
う
説
述
の
構
造
が
ほ
と
ん
ど
同
じ
す
が
た
で
『
大

般
涅
槃
経
』「
聖
行
品
」
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
ま
ず
確
認
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下
、

本
論
は
『
大
般
涅
槃
経
』
聖
行
品
に
お
い
て
四
諦
論
か
ら
二
諦
論
へ
と
テ
ー
マ
を
シ
フ
ト
さ
せ
て
ゆ

く
経
説
の
す
が
た
を
読
み
取
り
、
そ
の
な
か
で
触
媒
的
な
は
た
ら
き
を
な
す
「
世
諦
の
中
に
第
一
義

諦
有
り
や
不
や
？
」
の
問
い
の
位
置
と
多
様
な
る
二
諦
解
釈
の
様
態
を
明
ら
か
に
す
る
。

以
下
、「
聖
行
品
」
の
経
説
の
展
開
と
構
造
に
関
説
す
る
都
合
上
、
便
宜
的
に
中
国
の
注
釈
家
が

作
成
し
た
「
科
段
」
を
参
考
に
し
、
こ
こ
で
は
章
安
灌
頂
撰
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
の
科
と
そ
の
用
語

を
用
い
て
ゆ
く
（
本
論
攷
の
目
的
は
中
国
仏
教
祖
師
の
涅
槃
経
に
関
す
る
思
想
を
究
明
す
る
こ
と
に

あ
る
の
で
は
な
く
、
大
乗
涅
槃
経
［
あ
る
い
は
婆
沙
論
］
自
体
に
お
け
る
二
諦
思
潮
の
様
態
を
な
が

め
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
中
国
仏
教
の
祖
師
の
解
釈
に
も
と
づ
く
「
科
」
に
頼
っ
て
し
ま

う
こ
と
の
非
の
あ
る
こ
と
は
確
か
に
否
め
な
い
。
け
れ
ど
も
、
婆
沙
論
に
し
ろ
大
般
涅
槃
経
に
せ
よ

所
詮
は
漢
訳
で
あ
る
と
こ
ろ
に
は
じ
め
か
ら
不
可
抗
力
的
問
題
を
抱
え
て
は
い
る
。
し
た
が
っ
て
本

論
は
漢
訳
『
大
般
涅
槃
経
』（
南
本
）
に
よ
っ
て
上
記
の
問
題
を
検
討
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
）。

〔
一
―
０
〕
四
諦
説
か
ら
二
諦
説
へ

便
に
よ
っ
て
灌
頂
疏
の
科
（
以
下
「
灌
頂
科
」
と
表
記
）
で
は
、慧
行
（
慧
学
）
の
段
を
次
第
慧
・

不
次
第
慧
（
円
慧
）
の
二
段
と
天
台
的
な
解
釈
を
な
し
、
次
第
慧
は
四
諦
・
二
諦
・
一
実
諦
に
つ
い

て
の
解
説
、
不
次
第
慧
は
円
慧
と
名
づ
け
天
台
円
行
の
究
極
に
合
致
す
る
経
説
を
読
み
取
り
、
こ
れ

を
無
作
四
諦
（
以
上
、
四
種
四
諦
）
を
説
く
も
の
と
す
る
。
経
説
に
照
ら
せ
ば
、
次
第
慧
と
す
る
四

諦
・
二
諦
・
一
実
諦
の
経
説
は
一
連
の
展
開
を
為
し
、
し
か
も
そ
の
四
諦
経
説
の
内
容
の
す
べ
て
を

有
作
・
無
生
・
無
量
四
諦
を
説
く
も
の
と
し
、
つ
い
で
二
諦
・
一
実
諦
を
説
き
お
わ
っ
て
、
円
慧
（
無

作
四
諦
）
の
経
説
へ
と
究
竟
す
る
と
解
し
て
い
る（

（
（

。
す
な
わ
ち
、
無
作
四
諦
を
説
く
円
慧
は
四
諦
の

中
で
説
か
れ
る
の
で
は
な
く「
聖
行
品
」の
最
終
の
段
に
お
い
て
開
示
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。〈
無

作
四
諦
〉
は
い
わ
ば
大
乗
大
般
涅
槃
経
の
本
質
た
る
究
極
の
菩
提
の
果
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
い
か
な
る
言
説
・
概
念
の
枠
組
み
を
も
包
括
的
に
超
越
し
た
あ
り
方
で
あ
る
か
ら
、
四
・
二
・
一

を
超
え
た
と
こ
ろ
の
四
諦
で
あ
っ
て
、こ
れ
こ
そ
仏
菩
薩
の
行
と
し
て
の
聖
行
な
の
で
あ
ろ
う
。（
本

論
の
最
後
に
「
聖
行
品
」
経
文
段
落
と
灌
頂
科
と
対
照
し
た
概
略
図
を
示
し
て
お
く
）。

以
下
、「
科
」
を
参
考
と
し
つ
つ
、「
聖
行
品
」
に
お
け
る
二
諦
経
説
の
位
置
を
読
み
と
る
た
め
に

四
諦
説
か
ら
二
諦
説
へ
と
展
開
す
る
内
容
を
検
討
す
る
。
以
下
の
論
述
に
お
い
て
、
時
と
し
て
、
便

に
よ
っ
て
灌
頂
科
の
用
語
を
も
ち
い
る
。



大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
六
号

4

四

〔
一
―
１
〕
四
諦
の
伝
統
的
解
釈
（ 

如
来
方
便
の
無
量
性
の
開
示
へ
）

さ
て
、
ま
ず
四
諦
の
経
説
で
あ
る
が
、「
灌
頂
科
」
に
〈
有
作
四
諦
〉
と
す
る
段
落
は
、
大
乗
大

般
涅
槃
経
に
住
す
る
菩
薩
摩
訶
薩
が
観
察
す
べ
き
と
し
て
四
聖
諦
が
経
説
の
分
量
を
多
く
も
ち
い
て

解
説
さ
れ
る
。
し
か
し
て
、
初
期
仏
教
・
ア
ビ
ダ
ル
マ
以
来
の
伝
統
説
と
し
て
の
四
諦
義
を
踏
ま
え

て
苦
諦
・
集
諦
を
詳
説
す
る
が
、
苦
諦
（
苦
で
あ
る
と
い
う
真
実
）・
集
諦
（
苦
に
は
愛
な
ど
の
原

因
が
あ
る
と
い
う
真
実
）
な
ど
伝
統
説
を
踏
ま
え
て
い
る
と
は
い
え
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
聖
行
と
し
て

の
苦
・
集
観
察
で
あ
る
か
ら
、
解
説
の
一
一
に
「
唯
だ
菩
薩
摩
訶
薩
の
み
を
除
く
」
と
の
但
し
書
き

が
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
例
）善
男
子
。
云
何
如
彗
星
。
譬
如
彗
星
出
現
天
下
一
切
人
民
饑
饉
病
痩
嬰
諸
苦
惱
。
愛
之
彗
星
亦
復

如
是
。
能
斷
一
切
善
根
種
子
。
令
凡
夫
人
孤
窮
饑
饉
生
煩
惱
病
流
轉
生
死
受
種
種
苦
。
唯
除
菩
薩
。

是
名
如
彗
星
。
善
男
子
。
菩
薩
摩
訶
薩
住
於
大
乘
大
般
涅
槃
。
觀
察
愛
結
…
…（

（
（

。

［
善
男
子
よ
、（
生
存
へ
の
愛
著
を
）
彗
星
の
如
き
で
あ
る
（
と
観
察
す
る
）
と
は
い
か
な
る
意
味
か
？　

譬

え
ば
彗
星
が
天
下
に
出
現
す
れ
ば
す
べ
て
の
人
々
は
飢
饉
し
病
気
で
痩
せ
衰
え
て
苦
悩
を
受
け
る
ご
と
き
で

あ
る
。
愛
著
と
い
う
彗
星
も
そ
の
ご
と
き
で
、
よ
く
一
切
の
凡
夫
の
善
根
の
種
を
断
絶
さ
せ
孤
独
で
貧
窮
し

飢
饉
（
飢
え
渇
愛
）
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
煩
悩
の
病
を
生
じ
、
生
死
輪
廻
し
て
種
々
の
苦
を
う
け
さ
せ
る
の

で
あ
る
。
唯
だ
菩
薩
摩
訶
薩
だ
け
は
除
外
さ
れ
る
が
（
輪
廻
の
苦
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
が
）。
こ
れ
を
彗

星
の
ご
と
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
善
男
子
よ
、
菩
薩
摩
訶
薩
は
、
大
乗
大
般
涅
槃
経
を
境
地
と
し
て
愛
著
の

煩
悩
を
観
察
す
る
…
…
］

し
か
し
て
、
経
説
は
滅
諦
・
道
諦
に
引
き
つ
が
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
つ
ぎ
の
よ
う
な
説
述

が
設
け
ら
れ
、
凡
夫
・
二
乗
と
峻
別
さ
れ
る
菩
薩
摩
訶
薩
の
聖
行
と
し
て
の
四
諦
觀
察
の
提
示
と
い

う
点
か
ら
注
意
さ
れ
る
。

善
男
子
。
以
是
義
故
。
諸
凡
夫
人
有
苦
無
諦
。
聲
聞
縁
覺
有
苦
有
苦
諦
而
無
眞
實
。
諸
菩
薩
等

解
苦
無
苦
。
是
故
無
苦
而
有
眞
諦
。
／
諸
凡
夫
人
有
集
無
諦
。
聲
聞
縁
覺
有
集
有
集
諦
。
諸
菩

薩
等
解
集
無
集
。
是
故
無
集
而
有
眞
諦
。
聲
聞
縁
覺
有
滅
非
眞
。
菩
薩
摩
訶
薩
有
滅
有
眞
諦
。

／
聲
聞
縁
覺
有
道
非
眞
。
菩
薩
摩
訶
薩
有
道
有
眞
諦（

（
（

。

［
善
男
子
よ
、
こ
う
し
た
義
理
か
ら
、
凡
夫
に
は
苦
が
有
っ
て
諦
は
無
く
、
声
聞
縁
覚
に
は
苦
が
有
り
苦
諦

が
有
る
け
れ
ど
も
真
（
諦
）
は
無
く
、
菩
薩
は
苦
を
了
解
し
て
い
て
苦
は
無
い
か
ら
苦
無
く
真
諦
は
有
る
。

／
凡
夫
に
は
集
有
っ
て
諦
無
く
、
声
聞
縁
覚
に
は
集
有
り
集
諦
有
り
、
菩
薩
は
集
を
了
解
し
て
い
て
集
は
無

い
か
ら
集
無
く
真
諦
は
有
る
。
／
声
聞
縁
覚
に
は
滅
は
有
る
が
真
は
無
く
、
菩
薩
摩
訶
薩
に
は
滅
有
り
真
諦

有
り
。
／
声
聞
縁
覚
に
は
道
は
有
る
が
真
は
無
く
、
菩
薩
摩
訶
薩
に
は
道
有
っ
て
真
諦
有
る
の
で
あ
る
。］

こ
れ
は
、
凡
夫
、
声
聞
縁
覚
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
そ
れ
ぞ
れ
に
苦
・
集
・
滅
・
道
の
有
無
、
苦
集
滅

道
の
あ
り
方
（
真
理
）
に
つ
い
て
の
観
念
（
諦
）
の
有
無
、
そ
し
て
真
理
へ
の
悟
入
（
真
諦
）
の
有

無
な
ど
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。

凡
夫
は
、
苦
の
生
存
に
あ
る
（
有
苦
）
け
れ
ど
も
苦
と
い
う
あ
り
方
（
苦
諦
）
を
解
し
て
い
な
い

か
ら
「
無
諦
」
で
あ
る
。
声
聞
縁
覚
は
、苦
の
生
存
に
あ
り
（
有
苦
）、苦
諦
を
解
し
て
い
る
（
有
諦
）

け
れ
ど
も
真
諦
に
悟
入
し
て
い
な
い
（
無
真
）。
菩
薩
は
、
苦
の
意
味
を
了
解
し
て
い
て
苦
を
受
け

る
こ
と
は
な
く
（
無
苦
）、
真
諦
に
悟
入
し
て
い
る
。
集
に
つ
い
て
は
、
凡
夫
は
、
煩
悩
の
起
こ
る

愛
な
ど
の
因
を
保
持
し
（
有
集
）
て
い
る
け
れ
ど
も
集
と
い
う
あ
り
方
（
諦
）
を
解
し
て
い
な
い
（
無

諦
）。
声
聞
縁
覚
は
、
集
は
断
じ
て
は
い
な
い
（
有
集
）
け
れ
ど
も
集
の
あ
り
方
（
諦
）
は
解
し
て

い
る（
有
諦
）。菩
薩
は
、集
を
了
解
し
て
集
を
断
じ
て
い
て（
無
集
）、真
諦
に
悟
入
し
て
い
る（
有
真
）。

つ
ぎ
に
滅
諦
に
つ
い
て
は
、
凡
夫
は
す
で
に
「
有
苦
・
無
諦
」
で
あ
る
か
ら
滅
諦
の
外
に
あ
る
が
、

声
聞
縁
覚
は
苦
集
を
滅
っ
し
て
は
い
る
が
真
諦
に
悟
入
し
て
い
な
い
（
無
真
）。
菩
薩
は
、
苦
集
を

滅
し
（
有
滅
）、
真
諦
に
悟
入
し
て
い
る
（
有
真
）。
道
諦
に
つ
い
て
は
、
声
聞
縁
覚
は
、
四
諦
観
の

修
道
に
あ
る
（
有
道
）
け
れ
ど
も
真
諦
に
悟
入
し
て
は
い
な
い
（
無
真
）。
菩
薩
は
成
仏
へ
の
道
に

あ
り
（
有
道
）、
真
諦
に
悟
入
し
て
い
る
。
因
み
に
「
聖
行
品
」
に
お
い
て
菩
薩
が
悟
入
し
た
境
地

と
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
大
乗
大
般
涅
槃
経
を
行
じ
る
菩
薩
の
境
地
た
る
「
観
諸
法
性
空
寂
」
の

立
場
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
真
」「
真
諦
」
と
は
、
こ
の
経
説
に
つ
い
で
説
か
れ

る
滅
諦
説
の
な
か
で
「
畢
竟
寂
滅
な
る
を
真
諦
と
名
づ
く
」
と
い
う
か
ら
滅
諦
に
悟
入
し
た
あ
り
方

を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
菩
薩
だ
け
が
有
す
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、灌
頂
は
右
文
以
降
（
無
量
四
諦
の
前
ま
で
）
を
〈
無
生
四
諦
〉
の
段
と
科
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
本
経
が
菩
薩
の
四
諦
観
が
「
有
真
（
真
諦
）」
で
あ
る
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
肯
わ
れ

る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
こ
こ
に
、
凡
夫
に
は
苦
集
二
諦
の
み
で
あ
る
か
ら
除
く
と
し
て
、
二
乗
（
声
聞
縁
覚
）
と

菩
薩
と
が
四
諦
の
内
実
に
お
い
て
峻
別
さ
れ
、
菩
薩
の
聖
行
と
し
て
の
大
乗
大
般
涅
槃
経
の
立
場
が

四
諦
論
説
に
お
い
て
顕
揚
さ
れ
て
い
る
。「
聖
行
品
」
の
経
説
は
こ
う
し
た
声
聞
縁
覚
と
菩
薩
と
を

峻
別
す
る
一
文
を
苦
諦
・
集
諦
の
経
説
の
お
わ
り
に
入
れ
て
、
つ
づ
い
て
滅
諦
・
道
諦
の
説
述
へ
と

進
み
ゆ
く
契
機
と
し
て
お
り
、
経
家
の
巧
み
さ
が
見
て
取
れ
る
。
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五

さ
て
さ
ら
に
経
は
、
道
諦
の
八
聖
道
が
仏
陀
の
多
様
な
る
言
説
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
問
題
を

取
り
上
げ
て
、
一
々
に
そ
の
所
以
を
説
い
た
上
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
い
う
。

　
　
　爾

時
世
尊
讃
迦
葉
菩
薩
。
善
哉
善
哉
。
善
男
子
。
汝
今
欲
知
菩
薩
大
乘
微
妙
經
典
所
有
祕
密
故

作
是
問
。
善
男
子
。
如
是
諸
經
悉
入
道
諦
。
…
…
〔
中
略
〕
…
…
善
男
子
。
如
來
善
知
無
量
方

便
。
欲
化
衆
生
故
作
如
是
種
種
説
法（

（
（

。

［
そ
の
時
、
世
尊
は
迦
葉
菩
薩
を
讃
え
て
い
わ
れ
た
。
よ
ろ
し
い
よ
ろ
し
い
。
善
男
子
よ
。
汝
が
い
ま
わ
た

し
に
問
う
た
の
は
、
菩
薩
の
大
乗
微
妙
経
典
の
あ
ら
ゆ
る
秘
密
を
知
ろ
う
と
欲
っ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
…
…

〔
中
略
〕
…
…
善
男
子
よ
、
如
來
は
善
く
無
量
の
方
便
を
知
り
、
衆
生
を
教
化
し
よ
う
と
意
欲
す
る
が
た
め
に
、

こ
の
よ
う
な
種
々
の
説
法
を
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。］

す
な
わ
ち
、
諸
経
典
に
見
ら
れ
る
教
説
は
一
見
、
多
種
多
様
の
異
説
の
ご
と
く
受
け
取
れ
る
が
、

そ
れ
は
如
來
の
巧
み
な
る
無
量
方
便
よ
り
で
る
も
の
で
あ
り
、
大
乗
微
妙
経
典
す
な
わ
ち
大
乗
大
般

涅
槃
経
に
奥
蔵
さ
れ
た
秘
密
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。「
微
妙
所
有
秘
密
」「
無
量
方
便
」
と

い
う
考
え
方
は
以
降
の
経
説
の
展
開
に
キ
ー
ワ
ー
ド
的
に
作
用
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

右
文
の
後
説
に
、「
一
聖
道
を
以
て
諸
声
聞
の
為
に
種
種
に
演
説
す
（
善
男
子
、
如
來
亦
爾
、
以

一
聖
道
爲
諸
聲
聞
種
種
演
説（

（（
（

。）」
と
い
い
、
あ
る
い
は
、
譬
え
ば
金
師
が
指
環
・
耳
飾
り
・
頭
冠
・

腕
環
な
ど
の
瓔
珞
を
種
々
に
造
作
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
い
ず
れ
も″
金
〟
と
い
う
本
質
を
離
れ
る

こ
と
は
な
い
と
い
う
譬
喩
を
示
し
て
、「
善
男
子
よ
、
如
来
も
ま
た
爾
な
り
。
一
仏
道
を
も
っ
て
諸

衆
生
に
隨
っ
て
種
種
に
分
別
し
て
而
も
為
に
之
を
説
く
。
或
い
は
一
種
と
説
く
。
所
謂
、
諸
仏
は
一

道
に
し
て
二
無
し
、
復
た
二
種
と
も
説
く
、
所
謂
、
定
慧
な
り
と
。
…
…
（
善
男
子
、
如
來
亦
爾
、

以
一
佛
道
隨
諸
衆
生
種
種
分
別
而
爲
説
之
或
説
一
種
、
所
謂
諸
佛
一
道
無
二
、
復
説
二
種
、
所
謂
定

慧（
（（
（

。）」
と
い
い
、
如
来
の
種
々
多
様
な
る
教
説
、
無
量
方
便
は
「
一
聖
道
」「
一
仏
道
」
と
い
う
本

質
よ
り
出
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

本
経
が
こ
こ
に
開
示
す
る
の
は
如
来
の
教
法
の
無
量
性
で
あ
り
如
来
の
衆
生
教
化
方
便
の
無
量
性

で
あ
る
。
経
は
、
つ
づ
い
て
、
一
→
二
→
三
（
見
・
慧
・
智
）
→
四
（
見
道
・
修
道
・
無
学
道
・
仏

道
）
→
五
（
信
行
道
・
法
行
道
・
信
解
脱
道
・
見
倒
道
・
身
證
道
）
→
六
（
須
陀
疑
道
・
斯
陀
含
道
・

阿
那
含
道
・
阿
羅
漢
道
・
辟
支
仏
道
・
仏
道
）
→
七
（
念
覚
分
・
択
法
覚
分
・
精
進
覚
分
・
喜
覚
分
・

除
覚
分
・
定
覚
分
・
捨
覚
分
）
→
八
（
八
正
道
）
→
九
（
八
正
道
・
信
）
十
（
十
力
）
→
十
一
（
十
力
・

大
慈
）
→
十
二
（
十
力
・
大
慈
・
大
悲
）
→
十
三
（
十
力
・
大
慈
・
大
悲
・
念
仏
三
昧
）
→
十
六
（
十

力
・
大
慈
・
大
悲
・
念
仏
三
昧
・
仏
所
得
の
三
正
念
処
）
→
二
十
（
十
力
・
四
無
所
畏
・
大
慈
・
大
悲
・

念
仏
三
昧
・
三
念
処
）
な
ど
次
第
名
数
を
も
っ
て
教
説
の
多
様
性
（
運
用
）
を
説
き
、「
善
男
子
よ
、

是
の
道
は
一
体
な
る
も
、
如
来
は
昔
日
、
衆
生
の
為
の
故
に
種
種
に
分
別
せ
る
の
み
（
善
男
子
、
是

道
一
體
、
如
來
昔
日
爲
衆
生
故
種
種
分
別（

（（
（

。）」
と
す
る
。

　

こ
う
し
た
、
灌
頂
の
科
で
い
う
〈
無
生
四
諦
〉
の
段
は
「
善
男
子
よ
、
是
の
四
聖
諦
は
、
諸
仏

世
尊
の
次
第
し
て
之
を
説
き
た
ま
う
。
是
の
因
縁
を
以
て
無
量
の
衆
生
は
生
死
を
度
す
る
こ
と
を
得

る
な
り
（
善
男
子
、
是
四
聖
諦
諸
佛
世
尊
次
第
説
之
、
以
是
因
縁
無
量
衆
生
得
度
生
死（

（（
（

）」
の
一
句

を
も
っ
て
結
し
、
こ
こ
に
強
調
さ
れ
た
如
来
の
「
無
量
性
」
は
、
菩
薩
摩
訶
薩
の
聖
行
と
し
て
の
四

諦
論
を
さ
ら
に
高
次
の
そ
れ
（
灌
頂
科
の
〈
無
量
四
諦
〉
の
段
）
へ
と
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。　

〔
一
―
２
〕
如
來
の
四
諦
教
法
の
無
量
性

前
段
は
如
來
の
衆
生
教
化
方
便
の
無
量
な
る
こ
と
を
顕
揚
す
る
言
辞
を
も
っ
て
結
ば
れ
た
。
こ
こ

に
も
た
ら
さ
れ
た
「
無
量
」
の
ア
イ
デ
ア
は
、
次
段
に
お
い
て
「
四
諦
は
如
來
の
了
し
た
無
量
諸
法

を
包
容
す
る
（
灌
頂
科
の
無
量
四
諦
）」
と
い
う
教
説
を
起
こ
し
て
ゆ
く
。

そ
し
て
、
四
諦
教
法
の
無
量
性
は
、
当
然
、
如
來
の
了
し
た
法
と
し
て
統
一
性
を
も
つ
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
前
段
に
説
か
れ
た
「
一
聖
諦
」「
一
道
」
と
軌
を
一
に
す
る
。
つ
ま
り
、

こ
れ
は
（
凡
夫
）
二
乗
の
四
諦
と
は
峻
別
さ
れ
た
大
乗
大
般
涅
槃
経
を
立
場
と
す
る
仏
菩
薩
の
聖
行

と
し
て
の
四
諦
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
経
説
は″
峻
別
〟
を
事
と
し
て
ゆ
く
。
こ
の
峻
別
は
中
智

と
上
智
の
別
と
い
う
仕
掛
け
を
も
っ
て
説
述
さ
れ
る
。
や
が
て
こ
の
二
智
論
は
世
諦
・
第
一
義
諦
の

二
諦
論
へ
と
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
し
ば
ら
く
こ
う
し
た
ア
イ
デ
ア
に
基
づ
く
経
説
の
展
開
を
な
が
め
て
み
る
。

〔
一
―
２
―
１
〕
如
來
所
了
の
無
量
諸
法
は
悉
く
四
諦
に
摂
在
す
る

ま
ず
、
表
題
の
テ
ー
マ
は
、
迦
葉
菩
薩
の
口
を
通
し
て
、
仏
陀
の
つ
ぎ
の
ご
と
き
譬
喩
を
も
っ
て

示
さ
れ
る
。
長
文
を
厭
わ
ず
全
文
を
上
げ
る
。

迦
葉
菩
薩
白
佛
言
。
世
尊
。
昔
佛
一
時
在
恒
河
岸
尸
首
林
中
。
／
爾
時
如
來
取
小
樹
葉
告
諸
比
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丘
。
我
今
手
中
所
捉
葉
多
一
切
因
地
草
木
葉
多
。
／
諸
比
丘
言
。
世
尊
。
一
切
因
地
草
木
葉
多

不
可
稱
計
。
如
來
所
捉
少
不
足
言
。
／
諸
比
丘
。
我
所
覺
了
一
切
諸
法
。
如
因
大
地
生
草
木
等
。

爲
諸
衆
生
所
宣
説
者
如
手
中
葉
。
／
世
尊
爾
時
説
如
是
言
。
如
來
所
了
無
量
諸
法
。
若
入
四
諦

則
爲
已
説
。
若
不
入
者
應
有
五
諦
。
／
…
…
〔
中
略
〕
…
…
佛
讃
迦
葉
。
善
哉
善
哉
。
善
男
子

…
…
。
如
是
諸
法
悉
已
攝
在
四
聖
諦
中（

（（
（

。

［
迦
葉
菩
薩
が
仏
に
も
う
し
あ
げ
た
。
世
尊
よ
、
昔
、
あ
る
と
き
仏
が
恒
河
の
岸
の
ほ
と
り

の
尸
首
林
の
中
に
お
ら
れ
ま
し
た
。
／
そ
の
時
、
如
來
（
仏
）
は
小
樹
の
葉
を
取
っ
て
比
丘

た
ち
に
告
げ
ら
れ
た
。『
わ
た
し
が
、
今
、
手
に
捉
っ
た
葉
の
方
が
多
い
だ
ろ
う
か
、
す
べ

て
の
土
地
に
生
え
て
い
る
草
木
の
葉
の
方
が
多
い
だ
ろ
う
か
』と
。
／
比
丘
た
ち
は
い
っ
た
。

『
世
尊
よ
、
す
べ
て
の
土
地
に
生
え
て
い
る
草
木
の
方
が
多
く
、
数
え
上
げ
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
如
來
が
手
に
捉
ら
れ
た
葉
の
方
が
少
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
』と
。

／
（
世
尊
が
い
わ
れ
ま
し
た
）『
比
丘
た
ち
よ
、
わ
た
し
が
覺
了
し
た
一
切
諸
法
は
、
大
地

か
ら
生
じ
る
草
木
な
ど
の
よ
う
で
あ
り
、
諸
衆
生
の
た
め
に
宣
説
す
る
と
こ
ろ
の
教
え
は
手

の
中
の
葉
の
ご
と
き
で
あ
る
』
と
。
／
世
尊
は
そ
の
時
、
そ
の
よ
う
な
言
辞
を
も
っ
て
、
如

來
が
了
し
た
と
こ
ろ
の
無
量
の
諸
法
が
、
若
し
四
諦
の
中
に
入
っ
て
い
る
な
ら
ば
す
な
わ
ち

已
に
説
き
つ
く
し
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
若
し
入
っ
て
い
な
け
れ
ば
ま
さ
に
第
五
諦
が

あ
る
べ
き
こ
と
に
な
る
、と
い
う
こ
と
を
説
き
た
も
う
た
の
で
あ
り
ま
す
。
／
…
…
〔
中
略
〕

…
…
仏
は
迦
葉
を
讃
え
て
い
わ
れ
た
。
…
…
『
よ
ろ
し
い
よ
ろ
し
い
善
男
子
よ
、
…
…
こ
の

よ
う
な
諸
法
は
す
で
に
悉
く
四
聖
諦
の
中
に
摂
め
つ
く
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。』
と
。
＊

漢
文
中
の
斜
線
は
筆
者
］

如
來
が
覚
了
し
た
一
切
諸
法
は
す
べ
て
の
大
地
に
生
え
る
草
木
の
よ
う
に
無
量
で
あ
り
、
衆
生
教

化
の
た
め
に
説
き
示
し
た
教
説
は
手
に
つ
か
ん
だ
小
樹
葉
の
数
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
の
無
量
な

る
法
は
四
諦
教
説
を
も
っ
て
声
聞
た
ち
に
説
き
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
内
実
と
し
て
は
四

諦
に
一
切
諸
法
が
摂
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
け
れ
ど
も
、
も
し
摂
め
ら
れ
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、

い
わ
ば
未
完
成
（
有
量
的
）
の
四
諦
を
超
え
た
如
來
覚
了
の
一
切
諸
法
を
摂
め
尽
く
し
た
第
五
諦
が

あ
る
こ
と
に
な
る
、
と
迦
葉
は
仏
陀
の
言
辞
を
解
釈
し
て
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
仏
陀
は
迦
葉
の
解

釈
を
讃
え
た
上
で
「
是
の
如
き
諸
法
は
悉
く
已
に
四
聖
諦
の
中
に
摂
在
す
」
と
結
論
す
る
。
す
る
と
、

迦
葉
の
「
有
五
諦
」
の
言
は
、
こ
の
仏
陀
の
説
と
反
す
る
や
に
見
え
る
が
、
し
か
し
前
四
諦
を
も
包

摂
す
る
無
量
諸
法
を
摂
し
尽
く
し
た
四
諦
を
い
う
も
の
と
理
解
す
べ
こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、

「
諸
法
悉
已
攝
在
四
聖
諦
中
」
と
な
す
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
本
経
は
、
以
上
の
よ
う
に
未
完
成
（
有
量
的
）
の
四
諦
を
も
包
摂
し
た
第
五
諦
的
超
越
的
な

無
量
の
四
諦
を
如
來
の
覚
了
の
内
実
と
し
て
示
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も″
如
來
の
無
量
な
る
四
諦
〟

に
つ
い
て
は
彼
の
経
に
お
い
て
は
「
不
説
」
で
あ
っ
た
と
し
て
、
経
説
を
「
不
説
」
部
の
開
示
と
い

う
方
向
へ
と
進
ま
せ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
「
い
ま
だ
不
説
」
の″
無
量
な
る
四
諦
〟
の
開
示
は
上
・
中
二
智
の
峻
別
と
い
う
文
脈
を
も

っ
て
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
二
智
の
発
想
は
四
諦
説
か
ら
二
諦
説
へ
と
展
開
さ
せ
る

仕
掛
け
と
な
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

〔
一
―
２
―
３
〕
上
・
中
二
智
の
峻
別
を
も
っ
て

大
乗
大
般
涅
槃
経
を
境
地
と
す
る
仏
・
菩
薩
の
四
聖
諦
を

顕
揚
す
る

さ
て
、
右
に
触
れ
た
よ
う
に
経
説
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
展
開
す
る
。

　
　
　迦

葉
菩
薩
復
白
佛
言
。
如
是
等
法
若
在
四
諦
。
如
來
何
故
唱
言
不
説
。

佛
言
。
善
男
子
。
雖
復
入
中
猶
不
名
説
。
何
以
故
。
善
男
子
。
知
四
聖
諦
有
二
種
智
。
一
者
中

二
者
上
。
中
者
聲
聞
縁
覺
智
。
上
者
諸
佛
菩
薩
智
。
善
男
子
。
知
諸
陰
苦
名
爲
中
智
。
分
別
諸

陰
有
無
量
相
悉
是
諸
苦
非
諸
聲
聞
縁
覺
所
知
。
是
名
上
智
。
善
男
子
。
如
是
等
義
我
於
彼
經
竟

不
説
之
。

［
迦
葉
菩
薩
は
再
び
仏
に
申
し
上
げ
た
。
こ
れ
ら
の
法
が
も
し
四
諦
の
中
に
あ
る
の
な
ら
ば
、

如
来
は
な
に
ゆ
え
に
「
説
か
ず
」
と
言
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
？　

と（
（（
（

。

仏
が
言
わ
れ
た
。
善
男
子
よ
、（
四
諦
の
）
中
に
入
っ
て
い
る
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
れ
で
も
な

お
説
く
と
は
名
づ
け
な
い
の
で
あ
る
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
善
男
子
よ
、
四
聖
諦
を
知
る
智

に
二
種
が
あ
る
。
一
は
中
（
智
）、
二
は
上
（
智
）
で
あ
る
。
中
智
は
声
聞
縁
覺
の
智
で
あ
り
、

上
智
は
諸
仏
菩
薩
の
智
で
あ
る
。
善
男
子
よ
、
諸
陰
は
苦
で
あ
る
と
知
る
を
中
智
と
名
づ
け
、

諸
陰
を
分
析
し
て
み
る
と
無
量
の
相
（
す
が
た
・
あ
り
よ
う
）
が
あ
っ
て
そ
れ
ら
す
べ
て
が

苦
で
あ
る
と
（
了
解
）
す
る
の
は
諸
仏
菩
薩
の
上
智
で
あ
っ
て
、
声
聞
縁
覚
の
知
る
と
こ
ろ

で
は
な
い
。
善
男
子
よ
、
こ
の
よ
う
な
（
四
聖
諦
を
知
る
こ
と
に
関
す
る
二
種
の
智
の
、
特

に
諸
仏
菩
薩
の
上
智
の
）
義
は
、
彼
の
経
に
は
つ
い
ぞ
説
か
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。］
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と
。
五
陰
皆
苦
は
確
か
に
仏
教
の
基
本
的
伝
統
説
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
前
説
で
、
如
来
の
教
法
の

本
質
は
だ
だ
一
聖
道
・
一
道
で
あ
る
が
、
無
量
の
方
便
を
も
っ
て
無
量
の
衆
生
に
し
た
が
っ
て
多
様

な
る
言
説
を
な
す
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
衆
生
は
個
々
の
あ
り
よ
う
に
お
い
て
種
々
多
様
な
る

苦
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
如
来
は
覚
了
し
た
無
量
の
法
を
も
っ
て
無
量
の
方
便
を

駆
使
し
て
無
量
の
衆
生
の
無
量
の
苦
の
現
実
に
対
処
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
様
に
概
念

化
さ
れ
た
抽
象
的
な
「
苦
」
な
ど
ど
こ
に
も
存
在
し
な
い
。
あ
る
の
は
無
量
の
衆
生
が
直
面
し
て
い

る
無
量
多
様
な
苦
し
み
の
現
実
以
外
に
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
声
聞
縁
覺
が
理
解
し
て
い
る
「
諸

陰
は
苦
で
あ
る
」
は
衆
生
の
現
実
に
対
し
な
い
観
念
的
な
理
解
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を

経
は
「
諸
陰
の
苦
を
知
る
を
名
づ
け
て
中
智
と
為
す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
中
智
は
、
い

わ
ば
、
有
量
的
知
識
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
諸
仏
菩
薩
の
「
苦
」
の
觀
察
は
つ
ね
に
〈
無

量
衆
生
・
無
量
衆
生
の
苦
の
無
量
相
・
無
量
方
便
〉
そ
し
て
前
文
の
〈
如
来
の
了
す
る
と
こ
ろ
の
無

量
の
諸
法
〉
の
四
要
素
を
立
場
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
諸
陰
の
苦
の
無
量
相
を
知
る
諸
仏
菩
薩
の
智
（
上
智
）
が
、
諸
陰
は
声
聞
縁
覺
の
有

量
的
な
智
（
中
智
）
と
対
照
的
に
説
か
れ
て
い
る
。
上
中
と
す
る
の
は
、
勿
論
、
四
諦
智
か
ら
除
外

さ
れ
る
凡
夫
の
下
智
を
想
定
し
て
の
こ
と
で
あ
る
が
、
上
記
に
見
た
よ
う
に
凡
夫
は
苦
集
の
み
で
滅

道
は
な
い
か
ら
智
の
範
疇
外
に
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
こ
で
は
、
伝
承
さ
れ
た
経
説
と
し
て
は
未
だ
説
か
れ
な
か
っ
た
（
不
説
の
）

諸
仏
菩
薩
の
上
智
が
二
乗
の
中
智
に
対
比
的
に
説
か
れ
て
い
る
。

経
は
、
以
下
、
諸
入
・
界
・
色
・
受
・
想
・
行
・
識
・
愛
（
集
）・
滅
・
道
の
一
々
に
つ
い
て
二

智
的
分
別
を
な
し
、
声
聞
縁
覚
の
〈
一
面
的
・
有
量
的
〉
な
智
と
、
諸
仏
菩
薩
の
〈
無
量
・
無
辺
〉

の
智
と
を
開
説
し
て
ゆ
く
。
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

諸
入　

中
智　
「
諸
入
と
は
之
を
名
づ
け
て
門
と
為
し
、
亦
た
名
づ
け
て
苦
と
為
す
」

上
智　
「
諸
入
を
分
別
す
る
に
無
量
の
相
有
り
て
悉
く
諸
苦
な
り
（
と
観
る
）」

界　
　

中
智　
「
諸
界
と
は
之
を
名
づ
け
て
分
と
為
し
、
亦
た
名
づ
け
て
性
と
為
す
」

上
智　
「
初
回
を
分
別
す
る
に
無
量
の
相
有
り
て
悉
く
諸
苦
な
り
（
と
観
る
）」

色　
　

中
智　
「
色
は
壊
相
な
り
と
知
る
」

上
智　
「
諸
色
を
分
別
す
る
に
無
量
の
相
有
り
て
悉
く
諸
苦
な
り
（
と
観
る
）」

受　
　

中
智　
「
受
は
覚
相
な
り
と
知
る
」

上
智　
「
諸
受
を
分
別
す
る
に
無
量
の
覚
相
有
り
（
と
観
る
）」

想　
　

中
智　
「
想
は
取
相
な
り
と
知
る
」

上
智　
「
想
を
分
別
す
る
に
無
量
の
取
相
有
り
（
と
観
る
）」

行　
　

中
智　
「
行
は
作
相
な
り
と
知
る
」

上
智　
「
行
を
分
別
す
る
に
無
量
の
作
相
有
り
（
と
観
る
）」

識　
　

中
智　
「
識
は
分
別
相
な
り
と
知
る
」

上
智　
「
識
を
分
別
す
る
に
無
量
の
知
相
有
り
（
と
観
る
）」

愛　
　

中
智　
「
愛
の
因
縁
は
能
く
五
陰
を
生
ず
る
を
知
る
」

上
智　
「
一
人
が
起
こ
す
愛
は
無
量
無
辺
な
り
（
と
観
る
）」「
能
く
一
切
衆
生
の
起
こ

す
所
の
是
の
如
き
等
の
愛
を
知
る
」

滅　
　

中
智　
「
煩
悩
を
滅
す
る
を
知
る
」

上
智　
「
煩
悩
を
分
別
す
る
に
称
計
す
可
か
ら
ず
し
て
、
滅
も
亦
た
是
の
如
く
称
計
す

可
か
ら
ず
（
と
観
る
）」

道　
　

中
智　
「
道
相
は
能
く
煩
悩
を
離
る
と
知
る
」

上
智　
「
道
相
を
分
別
す
る
に
無
量
無
辺
に
し
て
、
離
る
る
所
の
煩
悩
も
亦
た
無
量
無

辺
な
り
（
と
観
る
）」

こ
れ
ら
の
経
説
の
一
々
に
「
是
の
如
き
等
の
義
は
、
我
は
彼
の
経
に
於
い
て
亦
た
之
を
説
か
ず
」

の
文
言
が
付
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
因
み
に
「
不
説
」
は
、
本
経
の
「
邪
正
品
第
九
」

に
「
九
部
経
の
中
に
方
等
経
無
し
、是
の
故
に
仏
性
有
り
と
説
か
ざ
る
の
み
。
経
に
説
か
ず
（
不
説
）

と
雖
も
、
当
に
実
に
有
り
と
知
る
べ
し
。
若
し
是
の
説
を
作
さ
ば
、
当
に
是
の
人
は
真
に
我
が
弟
子

な
り
と
知
る
べ
し（

（（
（

」）
と
い
わ
れ
る
「
不
説
」
と
同
じ
発
想
で
あ
る
。「
説
」
は
大
乗
大
般
涅
槃
経
が

は
じ
め
て
開
説
す
る
基
本
思
想
に
関
わ
り
、
こ
こ
で
は
「
仏
性
」
に
つ
い
て
の
説
・
不
説
に
つ
い
て

述
べ
、「
説
く
」
経
を
「
方
等
経
典
」
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
、
右
に
「
第
五
諦
」
の
経
説
に
つ
い

て
触
れ
た
が
、「
邪
正
品
」
に
は
「
十
部
経
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
仏
性
説
に
反
対
の

立
場
か
ら
の
言
と
し
て
、
如
來
が
説
い
た
九
部
経
の
な
か
に
は
仏
性
を
説
く
方
等
経
典
が
あ
る
と
は

聞
い
た
こ
と
は
な
く
、
未
だ
か
つ
て
九
部
経
の
範
疇
を
超
え
た
「
十
部
経
」
と
い
う
経
名
を
聞
い
た

こ
と
は
な
い
、
あ
れ
ば
そ
れ
は
「
魔
の
所
説
」
で
あ
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
大
乗
の
涅
槃
経
の

編
纂
者
は
こ
う
し
た
「
説
」「
不
説
」「
第
五
諦
」「
十
部
経
」
と
い
っ
た
表
現
を
も
っ
て
、
従
来
の

仏
教
を
大
転
換
さ
せ
る
仏
性
説
を
基
調
と
す
る
大
乗
大
般
涅
槃
経
の
根
本
思
想
を
意
識
的
に
強
調
し

た
も
の
と
で
あ
ろ
う（

（（
（

。
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さ
て
以
上
、
中
智
（
下
線
部
）
の
説
明
で
共
通
す
る
点
は
、
法
（
あ
り
方
）
を
す
べ
て
意
味
化
・

概
念
化
・
言
説
化
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
は
、
中
智
は
、「
愛
」
に
つ
い
て
「
五

陰
を
生
ず
る
」、「
滅
」
に
つ
い
て
「
煩
悩
を
滅
す
る
」、「
道
」
に
つ
い
て
「
煩
悩
を
離
る
」
と
解
す

る
智
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
皆
な
「
生
・
滅
」「
離
・
合
」
す
な
わ
ち
「
二
項
対
立
的
」
価
値
判
断

に
基
づ
く
智
と
い
え
る
。
こ
れ
に
対
し
て
上
智
は
「
無
量
」「
無
量
無
辺
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
、

す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
一
辺
を
も
立
場
と
し
な
い
包
括
的
思
考
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。

す
な
わ
ち
、
声
聞
縁
覚
の
中
智
と
は
言
説
さ
れ
分
別
に
覆
わ
れ
た
あ
り
方
と
し
て
の
智
と
い
う
こ

と
が
で
き
、
諸
仏
菩
薩
の
上
智
は
一
切
の
分
別
を
超
え
、
無
量
な
る
存
在
の
あ
り
よ
う
・
現
象
に
即

し
た
（
無
量
無
辺
の
）
包
括
的
な
智
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。

さ
て
、経
は
、こ
う
し
た
二
つ
の
智
を
、そ
の
智
の
対
象
（
観
察
の
対
象
「
境
」、そ
の
内
容
は
「
諦

（
真
理
）」）
に
約
し
た
説
述
へ
と
導
か
れ
る
。　
　
　

〔
二
―
０
〕
二
智
説
か
ら
二
諦
教
説
へ

― 

世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や 

―

さ
て
、
右
に
触
れ
た
が
、
経
説
は
さ
ら
に
引
き
つ
づ
い
て
、
上
智
を
「
無
量
」「
無
量
無
邊
」
を

観
究
め
る
智
と
し
て
位
置
づ
け
し
て
お
き
、
中･

上
二
智
論
か
ら
世
諦
・
第
一
義
諦
の
二
諦
へ
と
実

に
巧
妙
に
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
以
上
の
よ
う
に
二
乗
の
中
智
と
諸
仏
菩
薩
の

上
智
と
を
分
別
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
乗
大
般
涅
槃
経
に
も
と
づ
く
諸
仏
菩
薩
の
無
量
な
る
教
法
を

ア
ピ
ー
ル
し
た
の
で
あ
る
が
、
中
智
を
排
斥
し
た
無
量
は
や
は
り
二
項
を
対
立
的
に
観
て
と
っ
て
一

方
を
廃
す
る
と
い
う
智
に
す
ぎ
ず
、
完
全
な
無
量
と
は
い
え
な
い
。
し
か
ら
ば
、
仏
陀
は
何
故
に
二

乗
の
智
と
諸
仏
菩
薩
の
智
と
を
分
別
し
て
説
き
た
ま
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
、こ
の
二
つ
の
智
の
関
係
性
は
如
何
に
と
い
う
点
に
就
い
て
の
解
決
と
な
る
が
。
こ
れ
は
、

二
智
と
い
う
次
元
で
は
な
く
、よ
り
本
質
的
な
次
元
で
の
吟
味
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「
諦
（
真

理
）」
と
し
て
は
ど
う
か
？
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
。
本
質
論
と
し
て
は
、
こ
の
テ
ー
マ
が
浮
上
し

て
く
る
の
は
必
定
で
あ
っ
て
、
仏
陀
の
二
諦
説
の
真
意
に
つ
い
て
の
吟
味
と
な
る
。

こ
う
し
た
吟
味
の
論
場
に
引
き
出
さ
れ
る
の
が
、す
で
に
前
回
の
本
稿
に
み
た
よ
う
に
『
婆
沙
論
』

な
ど
に
も
用
い
ら
れ
、
中
国
南
北
朝
期
の
般
若
・
中
観
仏
教
お
よ
び
二
諦
論
の
研
究
に
お
い
て
は
よ

り
発
展
的
に
「
立
場
」
と
「
方
向
性
」
を
提
供
し
た
と
こ
ろ
の
一
文
、「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有

り
や
不
や
？
」
の
問
い
に
は
じ
ま
る
モ
チ
ー
フ
的
問
答
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
こ
そ
、
か
つ
て
九
部

経
に
は
「
不
説
」
で
あ
っ
た
大
乗
大
般
涅
槃
経
の
仏
陀
の
無
量
な
る
教
法
と
無
量
な
る
方
便
の
本
質

の
開
示
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
経
説
に
沿
っ
て
検
し
て
み
る
。

〔
二
―
１
〕
二
諦
経
説
へ
の
導
入

経
は
、
前
説
の
二
智
を
二
諦
説
に
絡
め
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

善
男
子
。
知
世
諦
者
是
名
中
智
。
分
別
世
諦
無
量
無
邊
不
可
稱
計
。
非
諸
聲
聞
縁
覺
所
知
。
是

名
上
智
。
如
是
等
義
我
於
彼
經
亦
不
説
之
。

善
男
子
。
一
切
行
無
常
諸
法
無
我
涅
槃
寂
滅
是
第
一
義
。
是
名
中
智
。
知
第
一
義
無
量
無
邊
不

可
稱
計
。
非
諸
聲
聞
縁
覺
所
知
。
是
名
上
智
。
如
是
等
義
我
於
彼
經
亦
不
説
之（

（（
（

。

［
善
男
子
よ
、
世
諦
を
知
る
の
を
中
智
と
名
づ
け
る
。
し
か
し
、
世
諦
を
分
析
し
て
み
る
に
無
量
無

辺
で
あ
っ
て
数
え
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
声
聞
縁
覚
の
知
る
所
で
は
な
い
。
こ

の
智
を
上
智
と
名
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
義
は
彼
の
経
に
は
説
い
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

善
男
子
よ
、
一
切
行
無
常
・
諸
法
無
我
・
涅
槃
寂
滅
は
第
一
義
諦
で
あ
る
と
知
る
の
は
中
智
で
あ
り
、

第
一
義
は
無
量
無
辺
で
あ
っ
て
数
え
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
声
聞
縁
覚
の
知
る

所
で
は
な
い
。
こ
の
智
を
上
智
と
名
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
な
義
は
彼
の
経
に
は
説
い
た
こ
と
は
な

か
っ
た
。］

右
の
二
文
は
、
前
者
は
「
世
諦
」
に
関
す
る
二
乗
・
諸
仏
菩
薩
の
了
解
内
容
を
峻
別
し
た
も
の
で
、

後
者
は
第
一
義
諦
に
つ
い
て
の
そ
れ
で
あ
る
。
因
み
に
、灌
頂
は
『
涅
槃
経
疏
』
巻
第
十
五
に
は
「
四

無
量
を
結
し
て
二
無
量
と
為
す
」
と
い
い（

（（
（

、「
無
量
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
経
説
を
四
諦
論
か
ら

二
諦
論
へ
と
シ
フ
ト
す
る
と
い
う
巧
み
さ
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

右
を
要
約
す
れ
ば
、
前
者
は
、
世
諦
を
知
る
＝
中
智
、
世
諦
の
無
量
無
辺
不
可
称
計
を
知
る
＝
上

智
と
し
、
後
者
は
、
無
常
・
無
我
・
涅
槃
寂
滅
は
第
一
義
諦
で
あ
る
と
知
る
＝
中
智
、
第
一
義
諦
は

無
量
無
辺
不
可
称
計
を
知
る
＝
上
智
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
二
諦
に
つ
い
て
二
智
分

別
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、「
世
諦
を
知
る
＝
中
智
、
第
一
義
諦
を
知
る
＝
上
智
」
と
い
う
よ

う
に
二
つ
を
分
離
さ
せ
て
解
釈
こ
と
は
せ
ず
、
世
諦
に
つ
い
て
の
二
智
分
別
、
第
一
義
諦
に
つ
い
て

の
二
智
分
別
を
別
説
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
二
つ
を
完
全
分
離
的
関
係
（
二



「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
発
問
の
周
囲
（
２
）

9

九

項
対
立
の
関
係
）
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
関
係
性
を
認
め
る
立
場
が
見
え
か
く
れ
す

る
。
極
め
て
巧
妙
で
あ
り
、
こ
う
し
た
考
察
に
よ
れ
ば
必
定
的
に
世
諦
に
つ
い
て
二
乗
的
智
と
諸
仏

菩
薩
的
智
の
二
つ
の
智
、
ま
た
第
一
義
諦
に
つ
い
て
も
同
様
の
二
智
の
分
別
が
為
さ
れ
る
な
ら
ば
、

し
か
ら
ば
こ
の
二
つ
の
諦
の
関
係
性
、
本
質
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？　

の
疑
問
は
当
然
起
こ
る
で

あ
ろ
う
。
も
し
、
二
つ
が
完
全
に
無
関
係
で
分
離
的
あ
り
方
の
お
か
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
二
つ
は
唯

一
な
る
真
理
と
は
永
遠
に
隔
絶
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
放
置
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
因
み
に
、
中
国
南
北

朝
期
に
お
い
て
、
毘
曇
や
成
実
は
そ
う
し
た
対
立
的
思
考
法
は
中
道
を
思
考
す
る
仏
教
と
し
て
は
過

謬
で
あ
る
と
し
て
、三
論
家
あ
る
い
は
天
台
家
な
ど
に
よ
っ
て
厳
し
く
非
難
さ
れ
た（
今
は
触
れ
な
い
）。

　〔
二
―
２
〕「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
？
」
を
問
う

こ
の
よ
う
に
二
諦
を
開
説
す
る
準
備
が
充
分
に
整
っ
た
と
こ
ろ
で
提
出
さ
れ
る
の
が
件
の
「
世
諦

の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
？
」
の
発
問
で
あ
る
。
前
に
述
べ
た
よ
う
に
『
婆
沙
論
』
と
同
じ
構

成
で
進
め
ら
れ
る（
本
稿
は
じ
め
に
図
示
し
た
通
り
）。
灌
頂
科
は〈
二
諦
慧
を
釈
す
〉と
し
て
い
る
。

前
段
の
四
聖
諦
か
ら
二
智
を
説
く
ま
で
の
対
告
衆
は
迦
葉
菩
薩
が
そ
の
任
に
当
た
っ
た
が
、
こ
の

段
以
降
は
文
殊
菩
薩
が
仏
に
対
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
ず
、
文
殊
菩
薩
の
問
い
と
仏
陀
の
答
え
は
つ
ぎ
の
よ
う
で
あ
る
。

爾
時
文
殊
師
利
菩
薩
白
佛
言
。
世
尊
。
所
説
世
諦
第
一
義
諦
。
其
義
云
何
。
世
尊
。
第
一
義
中

有
世
諦
不
。
世
諦
之
中
有
第
一
義
不
。
如
其
有
者
即
是
一
諦
。
如
其
無
者
將
非
如
來
虚
妄
説
耶
。

善
男
子
。
世
諦
者
即
第
一
義
諦
。　
　

世
尊
。
若
爾
者
則
無
二
諦（

（（
（

。

［
そ
の
時
、
文
殊
師
利
菩
薩
は
仏
に
申
し
上
げ
た
。『
世
尊
よ
、
お
説
き
に
な
ら
れ
た
世
諦
・

第
一
義
諦
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

世
尊
よ
、
第
一
義
諦
の
中
に
世

諦
は
有
る
の
で
し
ょ
う
か
無
い
の
で
し
ょ
う
か
、
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
は
有
る
の
で
し
ょ

う
か
無
い
の
で
し
ょ
う
か
？　

も
し
有
る
と
す
る
な
ら
ば
一
諦
だ
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。
も

し
無
い
と
す
る
な
ら
ば
如
來
の
説
は
虚
妄
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
』
と
。

〔
仏
が
答
え
ら
れ
た
〕『
善
男
子
よ
、
世
諦
と
は
す
な
わ
ち
第
一
義
諦
の
こ
と
で
あ
る
』
と
。

〔
文
殊
師
利
菩
薩
が
質
問
し
た
〕『
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、二
諦
は
無
い
こ
と
に
な
り
ま
す
』
と
。］

こ
こ
で
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、
世
諦
と
第
一
義
諦
に
対
す
る
知
（
観
察
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二

乗
的
中
智
と
諸
仏
菩
薩
的
上
智
が
あ
る
と
す
る
と
、
諸
仏
菩
薩
と
い
う
次
元
で
の
世
諦
と
第
一
義
諦

と
は
い
か
な
る
あ
り
方
に
あ
る
と
理
解
す
れ
ば
い
い
の
か
。
前
説
で
大
乗
大
般
涅
槃
経
の
立
場
に
た

つ
如
來
の
無
量
な
る
教
法
は
「
一
聖
諦
」「
一
道
」
に
根
拠
を
持
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し

か
ら
ば
、「
一
聖
諦
」「
一
道
」
に
お
い
て
世
諦
・
第
一
義
諦
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

つ
ま
り
、
も
し
世
諦
・
第
一
義
諦
が
隔
絶
の
二
諦
な
ら
ば
、「
一
聖
諦
」「
一
道
」
と
そ
の
二
諦
と
の

関
係
は
成
り
立
ち
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
は
必
然
的
に
起
こ
る
（
中
国
の
三
論
宗
は
こ
の
関
係
を
一

理
と
二
諦
教
―
理
教
―
で
解
釈
づ
け
る
）。
そ
こ
で
、
出
さ
れ
た
の
が
「
第
一
義
諦
の
中
に
世
諦
は

有
る
の
か
い
な
か
、
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
は
有
る
の
か
い
な
か
？
」
の
質
問
で
あ
る
。

『
婆
沙
論
』
の
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
？
」
は
、
世
諦
と
そ
の
本
質
と
し
て
の
唯

一
実
在
の
第
一
義
諦
（
勝
義
諦
）
と
い
う
阿
毘
達
摩
磨
的
真
理
観
に
裏
打
ち
さ
れ
た
問
い
で
あ
っ
た

（
前
稿
に
述
べ
た
）。

こ
の
二
つ
の
文
献
に
お
け
る
か
か
る
問
い
は
、
二
つ
の
諦
の
本
質
な
る
も
の
を
明
ら
か
に
し
、
同

時
に
如
來
が
「
二
つ
の
諦
」
を
説
か
れ
た
理
由
を
開
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

さ
て
、『
涅
槃
経
』
は
右
に
上
げ
た
文
の
よ
う
に
「
有
り
や
不
や
」
の
問
い
に
つ
づ
く
第
二
の
問

い
「
も
し
有
る
な
ら
ば
諦
は
た
だ
一
つ
な
ら
ん
」「
も
し
無
け
れ
ば
如
来
の
虚
妄
の
説
に
あ
ら
ず
や
」

を
発
し
て
い
る
。

答
え
は
「
世
諦
と
は
即
ち
第
一
義
諦
な
り
」
と
し
て
、
世
諦
と
第
一
義
諦
を
隔
絶
的
思
考
の
な
か

に
封
じ
込
め
る
こ
と
な
く
完
全
な
る
関
係
性
の
領
域
へ
と
解
放
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
答
え
は
卓
越

的
で
あ
る
。「
有
や
無
や
」
の
い
ず
れ
に
も
答
え
て
い
な
い
。
た
だ
、
二
諦
の
関
係
性
だ
け
を
示
す

の
み
で
あ
る
。
明
ら
か
に
非
有
非
無
・
非
真
非
俗
の
不
二
の
立
場
を
暗
に
表
明
し
て
い
る
。
中
国
南

北
朝
期
の
三
論
家
な
ど
に
お
い
て
、
こ
の
経
文
と
般
若
経
の
色
即
是
空
の
思
想
な
ど
を
拠
と
し
て
二

諦
相
即
（
色
空
不
二
）
が
主
張
さ
れ
る
こ
と
に
は
明
確
な
所
以
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
経
文
は
、
さ
ら
に
文
殊
師
利
菩
薩
に
、
世
諦
が
即
ち
第
一
義
諦
で
あ
る
な
ら
ば
二
諦
は

無
い
こ
と
に
な
る
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
、
と
問
わ
し
め
る
。
こ
の
問
い
の
背
景
に
は
、
契
経
に
説

か
れ
る
と
さ
れ
る
二
諦
教
説
の
証
し
が
あ
る
。
如
來
は
二
諦
を
明
確
に
説
い
て
い
る
、
し
か
も
「
世

諦
即
是
第
一
義
諦
」
と
説
か
れ
る
。
こ
の
問
い
は
、
二
諦
の
本
質
的
関
係
性
と
如
來
が
二
諦
を
説
い

た
意
味（
二
諦
教
説
の
目
的
）を
開
設
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。世
諦
と
第
一
義
諦
は「
不
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二
」
の
関
係
に
あ
る
と
は
い
え
、
如
來
は
「
二
つ
の
諦
」
を
説
き
た
も
う
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を

ど
う
説
明
づ
け
る
の
か
。

因
み
に
、
前
稿
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
婆
沙
論
』
の
場
合
は
、
唯
一
実
在
は
第
一
義
諦
（
勝
義
諦
）

で
あ
り
、
こ
れ
を
本
質
と
し
て
世
俗
的
あ
り
方
（
世
俗
諦
）
は
成
り
立
っ
て
い
る
、
し
か
も
二
諦
の

教
説
が
成
り
立
つ
の
は
「
差
別
縁
（
多
様
な
る
縁
）」
に
よ
っ
て
二
諦
が
運
用
解
釈
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

〔
二
―
３
〕
如
來
の
二
諦
教
説
の
意
義
（
多
様
な
解
釈
）

さ
て
、『
涅
槃
経
』
は
右
記
の
よ
う
に
、
問
に
対
し
て
仏
陀
は
「
世
諦
と
は
即
ち
第
一
義
諦
で
あ

る
」
と
答
え
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
問
の
な
か
に
「
も
し
無
け
れ
ば
・
も
し
有
れ
ば
」
の
両
反
論

が
あ
っ
て
、
し
か
ら
ば
如
來
は
な
に
ゆ
え
に
「
二
つ
の
諦
」
を
説
か
れ
た
の
か
？　

と
い
う
反
論
が

準
備
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
た
だ
ち
に
文
殊
師
利
菩
薩
に
「
世
尊
よ
、
若
し
し
か
ら
ば
則
ち
二
諦
無
け

ん
」
と
問
わ
し
め
、
仏
陀
は
八
段
に
わ
た
る
二
諦
解
釈
を
も
っ
て
そ
れ
に
答
え
る
、
と
い
う
文
脈
を

と
っ
て
い
る
。

実
は
、
如
來
の
二
諦
教
説
は
そ
の
「
本
質
」
の
面
と
「
運
用
（
方
便
）」
の
二
面
が
セ
ッ
ト
に
な

っ
て
意
味
の
全
き
を
得
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
経
の
二
諦
の
段
に
お
い
て
、
こ
の
八
段
に
わ
た
る
二

諦
解
釈
は
「
世
諦
即
是
第
一
義
諦
」
の
表
明
と
一
具
で
意
味
を
な
す
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
こ
の
よ

う
な
、
二
諦
の
本
質
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
し
か
ら
ば
仏
陀
の
二
諦
教
説
の
意
味
は
何
？
を
問
う

論
説
構
造
は
『
婆
沙
論
』
に
お
い
て
見
ら
れ
、
多
様
な
る
二
諦
解
釈
の
理
由
を
「
差
別
縁
」
を
も
っ

て
解
釈
し
て
い
た
が
、
大
乗
大
般
涅
槃
経
が
そ
れ
を
「
一
聖
行
」「
一
道
」
を
本
質
と
す
る
如
來
の

教
法
か
ら
表
出
し
た
方
便
と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
る
思
考
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
如
來

の
二
諦
教
説
に
多
面
的
解
釈
を
み
と
め
る
点
は
『
婆
沙
論
』
と
同
じ
姿
を
示
し
て
い
る
。

左
に
、
二
諦
教
説
に
関
す
る
八
段
の
解
釈
を
簡
単
に
見
て
み
る
。

　①　

随
順
衆
生
の
二
諦
教
説

八
種
の
解
釈
は
、「
如
來
は
衆
生
に
随
順
し
て
（
衆
生
の
機
に
応
じ
て
）
二
つ
の
諦
を
説
い
た
」

を
第
一
の
解
釈
と
し
て
上
げ
る
。
つ
ぎ
の
通
り
で
あ
る
。

佛
言
。
善
男
子
。
有
善
方
便
隨
順
衆
生
説
有
二
諦
。
善
男
子
。
若
隨
言
説
則
有
二
種
。
一
者
世

法
。
二
者
出
世
法
。
善
男
子
。
如
出
世
人
之
所
知
者
名
第
一
義
諦
。
世
人
知
者
名
爲
世
諦（

（（
（

。

［
仏
が
い
わ
れ
た
。
善
男
子
よ
、〔
如
來
に
〕
巧
み
な
る
方
便
が
あ
っ
て
、
衆
生
〔
の
機
〕
に

し
た
が
っ
て
二
諦
を
説
く
の
で
あ
る
。
善
男
子
よ
、
も
し
言
説
表
現
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一

に
世
間
の
法
、
二
に
出
世
間
、
の
二
種
が
あ
る
。
善
男
子
よ
、
出
世
人
の
知
る
と
こ
ろ
を
第

一
義
諦
と
な
づ
け
、
世
人
の
知
る
と
こ
ろ
を
世
諦
と
な
す
の
で
あ
る
。］

こ
の
「
随
順
衆
生
」
に
も
と
づ
く
二
諦
教
説
の
理
解
は
、
す
で
に
前
稿
で
『
婆
沙
論
』
の
二
諦
教

説
解
釈
に
お
い
て
、
世
友
の
「
世
間
に
随
順
す
る
所
説
（
世
諦
）」「
賢
聖
に
随
順
す
る
所
説
（
第
一

義
諦
）」
と
い
う
解
釈
、
ま
た
、
如
來
の
「
所
説
」
つ
ま
り
「
言
教
」
と
い
う
観
点
か
ら
多
様
な
衆

生
に
施
さ
れ
る
二
諦
教
説
と
い
う
解
釈
が
衆
賢
『
順
正
理
論
』
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
に
触
れ
た（

（（
（

。

こ
の
解
釈
は
、
前
に
も
触
れ
た
が
、
龍
樹
『
中
論
』
観
四
諦
品
・
第
八
偈
や
『
十
二
門
論
』
な
ど

に
も
見
ら
れ
、
中
国
南
北
朝
期
の
二
諦
解
釈
、
特
に
三
論
家
の
二
諦
は
不
二
中
道
の
理
を
顕
す
た
め

に
説
か
れ
る
「
教
」
で
あ
る
と
す
る
「
約
教
二
諦
論
」
は
『
涅
槃
経
』
の
「
世
諦
は
即
ち
第
一
義
諦

な
り
」
の
「
理
」
と
「
随
順
衆
生
」
の
「
教
」
と
を
包
摂
す
る
二
諦
経
説
と
『
中
論
』『
大
品
般
若
経
』

と
の
融
合
の
上
に
成
立
し
て
い
る
と
さ
れ
、
ま
た
、
因
み
に
灌
頂
は
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
で
右
の
八

段
の
な
か
の
第
一
「
随
順
衆
生
」
の
解
釈
を
二
諦
教
説
解
釈
の
大
前
提
で
あ
る
と
し
て
後
七
段
す
べ

て
の
二
諦
解
釈
に
冠
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る（

（（
（

。

以
下
、
七
種
の
解
釈
を
一
応
上
げ
て
お
く
。

②　

五
陰
和
合
稱
言
某
甲
。
凡
夫
衆
生
隨
其
所
稱
。
是
名
世
諦
。
解
陰
無
有
某
甲
名
字
離
陰
亦
無
某

甲
名
字
。
出
世
之
人
如
其
性
相
而
能
知
之
。
名
第
一
義
諦
。［
五
陰
が
和
合
し
た
も
の
を
某
甲
（
だ
れ
そ
れ
）

と
い
う
だ
け
な
の
に
、
凡
夫
衆
生
は
、
某
甲
と
い
う
呼
称
に
し
た
が
っ
て
そ
の
も
の
を
理
解
す
る
、
こ
の
よ
う
に
理

解
さ
れ
た
も
の
（
某
甲
）
を
世
諦
と
い
う
。
出
世
の
人
は
、
五
陰
に
某
甲
と
い
う
名
字
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
ま
た
、

五
陰
を
離
れ
て
は
某
甲
と
い
う
名
字
は
な
い
、と
理
解
す
る
。
こ
れ
は
某
甲
と
い
う
存
在
を
そ
の
も
の
の
あ
り
よ
う（
性

相
）
そ
の
ま
ま
に
知
見
す
る
、
こ
の
知
見
の
内
容
を
第
一
義
諦
と
名
づ
け
る
。］

③　

或
復
有
法
有
名
有
實
。
或
復
有
法
有
名
無
實
。
…
…
有
名
無
實
者
即
是
世
諦
。
有
名
有
實
者
是

第
一
義
諦
。［
あ
る
も
の
ご
と
に
つ
い
て
の
認
識
に
つ
い
て
、「
名
実
と
も
に
有
る
」
の
と
「
名
は
有
る
が
実
は
無
い
」

の
と
が
あ
る
が
、…
…
「
名
は
有
る
が
実
は
無
い
」
の
は
世
諦
で
あ
り
、「
名
実
と
も
に
有
る
」
の
は
第
一
義
諦
で
あ
る
］
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④　

如
我
衆
生
壽
命
知
見
養
育
丈
夫
作
者
受
者
。
熱
時
之
炎
乾
闥
婆
城
龜
毛
兎
角
旋
火
之
輪
。
諸
陰

界
入
是
名
世
諦
。
苦
集
滅
道
名
第 

一
義
諦
。［
我
・
衆
生
・
寿
命
・
知
・
見
・
養
育
・
丈
夫
・
作
者
・
受
者
・

熱
時
の
炎
・
乾
闥
婆
城
・
亀
毛
・
兎
角
・
旋
火
輪
・
諸
陰
界
入
の
よ
う
な
（
常
・
一
・
主
・
宰
を
も
た
な
い
）
も
の

を
世
諦
と
名
づ
け
、
苦
集
滅
道
を
第
一
義
諦
と
名
づ
け
る
］

⑤　

世
法
有
五
種
。
一
者
名
世
。
二
者
句
世
。
三
者
縛
世
。
四
者
法
世
。
五
者
執
著
世
。
善
男
子
。

云
何
名
世
。
男
女
瓶
衣
車
乘
屋
舍
。
如
是
等
物
是
名
名
世
。
云
何
句
世
。
四
句
一
偈
。
如
是
等
偈
是

名
句
世
。
云
何
縛
世
。
捲
合
繋
結
束
縛
合
掌
。
是
名
縛
世
。
云
何
法
世
。
如
鳴
椎
集
僧
嚴
鼓
誡
兵

吹
貝
知
時
。
是
名
法
世
。
云
何
執
著
世
。
如
望
遠
人
有
染
衣
者
。
生
想
執
著
言
是
沙 

門
非
婆
羅
門
。

見
有
結
繩
横
佩
身
上
便
生
念
言
是
婆
羅
門
非
沙
門
也
。
是
名
執
著
世
。
…
…
若
有
衆
生
於
如
是
等
五

種
世
法
。
心
無
顛
倒
如
實
而
知
。
是
名
第
一
義
諦
。［
世
法
に
、
名
世
・
句
世
・
縛
世
・
法
世
・
執
著
世
の

五
種
あ
る
。
名
世
と
は
、
男
女
・
瓶
・
衣
・
車
乗
・
屋
舎
の
ご
と
き
（
仮
施
設
に
名
づ
け
ら
れ
た
）
も
の
。
句
世
と
は
、（
偈

頌
は
）
四
句
を
一
偈
と
す
る
（
句
が
集
ま
っ
た
）
も
の
。
縛
世
と
は
、
捲
合
（
巻
き
合
す
る
）・
繋
結
・
束
縛
・
合
掌

（
の
よ
う
に
仮
に
施
設
さ
れ
た
も
の
）。
法
世
と
は
、
相
を
集
め
る
の
に
槌
を
鳴
ら
し
、
兵
を
鼓
舞
す
る
の
に
鼓
を
打
ち
、

法
螺
貝
を
吹
い
て
時
間
を
知
ら
せ
る
、
と
い
っ
た
世
間
の
規
範
。
執
著
世
と
は
、
遠
方
か
ら
染
衣
を
着
た
も
の
を
見

た
だ
け
で
彼
は
沙
門
で
あ
っ
て
婆
羅
門
で
は
な
い
と
思
い
込
み
、
結
繩
（
バ
ラ
モ
ン
が
つ
け
る
聖
紐
）
を
帯
び
て
い

る
も
の
を
見
た
だ
け
で
彼
は
バ
ラ
モ
ン
で
あ
っ
て
沙
門
で
は
な
い
と
思
い
込
む
。（
以
上
、
す
べ
て
名
称
は
あ
る
が
真

実
に
即
さ
な
い
認
識
の
あ
り
か
た
で
あ
る
）。
…
…
も
し
衆
生
が
こ
の
よ
う
な
五
種
の
世
法
を
認
識
す
る
と
き
、
心
が

認
識
の
対
象
の
真
の
あ
り
よ
う
と
乖
離
す
る
こ
と
（
顛
倒
）
が
な
く
、
如
実
に
認
識
す
る
な
ら
ば
そ
れ
を
第
一
義
諦

と
名
づ
け
る
］

⑥　

若
燒
若
割
若
死
若
壞
。
是
名
世
諦
。
無
燒
無
割
無
死
無
壞
。
是
名
第
一
義
諦
。［（
あ
る
現
象
に
つ

い
て
の
）〈
焼
く
〉
と
か
、〈
割
る
〉
と
か
、〈
死
ぬ
〉
と
か
、
あ
る
い
は
〈
壊
れ
る
〉
と
い
っ
た
名
称
、
こ
れ
を
世
諦

と
名
づ
け
る
。
無
焼
・
無
割
・
無
死
・
無
壊
と
い
う
認
識
、
こ
れ
を
第
一
義
諦
と
名
づ
け
る
。］

⑦　

有
八
苦
相
名
爲
世
諦
。
無
生
無
老
無
病
無
死
。
無
愛
別
離
無
怨
憎
會
無
求
不
得
無
五
盛
陰
。
是

名
第
一
義
諦
。［
八
苦
と
い
う
特
徴
的
あ
ら
わ
れ
（
相
）
が
あ
る
の
を
世
諦
と
し
、
無
生
・
無
老
・
無
病
・
無
死
・

無
愛
別
離
苦
・
無
怨
憎
会
苦
・
無
求
不
得
苦
・
無
五
陰
盛
苦
と
観
る
、
こ
れ
を
第
一
義
諦
と
す
る
］

①　

復
次
善
男
子
。
譬
如
一
人
多
有
所
能
。
若
其
走
時
則
名
走
者
。
若
收
刈
時
復
名
刈
者
。
或
作
飮

食
名
作
食
者
。
若
治
材
木
則
名
工
匠
。
鍛
金
銀
時
言
金
銀
師
。
如
是
一
人
有
多
名
字
。
法
亦
如
是
。

其
實
是
一
而
有
多
名
。
依
因
父
母
和
合
而
生
。
名
爲
世
諦
。
十
二
因
縁
和
合
生
者
。
名
第
一
義
諦［
ま

た
次
に
善
男
子
よ
、
譬
え
ば
一
人
の
人
に
多
く
の
能
力
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
人
が
走
れ
ば
「
走
者
」
と
名
づ
け
ら
れ
、

草
を
刈
り
取
る
時
は
「
刈
者
」
と
名
づ
け
ら
れ
、飲
食
を
作
る
時
は
「
作
食
者
」
と
名
づ
け
ら
れ
、材
木
を
刻
む
時
は
「
工

匠
」
と
名
づ
け
ら
れ
、金
銀
を
鍛
え
る
時
は
「
金
銀
師
」
と
名
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、一
人
の
人
に
多
く
の
名
称
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
に
、
法
も
ま
た
そ
の
実
は
一
つ
で
あ
る
け
れ
ど
も
多
く
の
名
称
が
あ
る
（
（（
（

。］
＊
右
、
傍
線
　
　
は
筆
者
。

以
上
の
よ
う
に
、
二
諦
の
多
様
な
る
解
釈
を
八
段
に
わ
た
っ
て
示
し
て
い
る
。
い
ち
い
ち
解
説
は

不
要
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
多
様
に
な
さ
れ
た
解
釈
で
あ
る
が
そ
こ
に
は
共
通
点
が
見
て

取
れ
る
。
そ
れ
は
二
諦
を
「
実
」
と
「
名
」
の
視
点
で
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
の
の
如
実
的
認

識
を
第
一
義
諦
、
名
称
を
世
諦
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
は
い
ま
だ
「
世
諦
と
は
即
ち
第
一
義

諦
で
あ
る
」と
い
う
二
諦
の
本
質
を
解
釈
し
て
は
い
な
い
。八
段
の
解
釈
例
は「
如
來
の
二
諦
教
説（
如

來
が
二
諦
あ
り
と
説
か
れ
た
教
え
）
の
真
意
」
を
解
釈
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
い
わ
ば
当
然
と

い
え
る
。
し
た
が
っ
て
前
の
七
種
の
解
釈
の
多
く
は
実
と
名
の
峻
別
の
上
に
語
ら
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、
第
八
番
目
の
解
釈
に
「
法
亦
如
是
。
其
實
是
一
而
有
多
名
（
法
も
ま
た
そ
の
実
は
一

つ
で
あ
る
け
れ
ど
も
多
く
の
名
称
が
あ
る
）」と
あ
る
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、「
法
」は「
有（bhāva

）

（
縁
に
よ
っ
て
そ
こ
に
成
立
し
て
い
る
も
の
）」の
意
味
で
あ
ろ
う
。そ
う
し
た「
法
」の「
実
」は「
一
つ
」

で
あ
る
け
れ
ど
も
仮
に
施
設
さ
れ
た
多
く
の
名
称
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
い
る
、と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
、前
説
の
「
世
諦
即
是
第
一
義
諦
」
と
い
う
「
実
」
の
テ
ー
マ
が
呼
び
起
こ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
二
諦
論
説
で
は
ま
だ
「
世
諦
即
是
第
一
義
諦
」
の
本
質
に
は
到
っ
て
い
な
い
。
た
だ
右
の
よ

う
に
八
段
の
二
諦
解
釈
を
お
わ
る
に
当
た
っ
て
「
其
実
是
一
」
と
い
っ
て
四
諦
・
二
諦
の
本
質
と
し

て
の
「
一
実
」
の
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
も
っ
て
次
段
落
で
は
文
殊
師
利
菩
薩
が
「（
一
）
実
諦
」

の
義
を
問
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
、
右
の
第
八
弾
の
「
其
実
是
一
」
を
含
む
最
終
の
結

論
の
文
を
灌
頂
は
「
円
二
諦
」
と
解
し
て
い
る（

（（
（

。

本
論
は
、
以
上
二
諦
経
説
の
段
を
も
っ
て
ひ
と
ま
ず
筆
を
置
く
。『
大
般
涅
槃
経
』「
聖
行
品
」
に

お
け
る
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
？
」
の
発
問
と
二
諦
経
説
の
位
置
を
読
み
取
る
と
い

う
当
初
の
目
標
に
達
し
た
か
ら
で
あ
る
。「
聖
行
品
」
に
提
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
お
よ
び
『
大
般
涅

槃
経
』
に
盛
ら
れ
る
多
く
の
哲
学
的
テ
ー
マ
と
知
見
は
中
国
仏
教
と
く
に
南
北
朝
期
の
仏
教
学
に
多

く
の
問
題
と
ア
イ
デ
ア
を
も
た
ら
し
た
。
こ
う
し
た
も
っ
ぱ
ら
中
国
仏
教
思
想
に
属
す
る
問
題
は
、

本
稿
に
は
あ
え
て
踏
み
入
ら
ず
、
経
自
体
の
記
述
（
注
釈
書
な
ど
）
を
混
え
ず
、
経
自
体
を
読
み
込
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む
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
結
論
が
得
ら
れ
る
か
試
み
て
み
た
。
勿
論
、前
述
し
た
が
、『
涅
槃
経
』

は
中
国
仏
教
に
重
要
な
ア
イ
デ
ア
・
論
目
を
提
供
し
、
た
め
に
特
に
南
北
朝
期
の
仏
教
研
究
に
重
大

な
る
刺
激
を
与
え
た
。
本
稿
の
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
？
」
の
問
い
を
契
機
に
し
た

問
題
考
察
作
業
は
そ
う
し
た
中
国
仏
教
に
お
け
る
鋭
意
な
る
知
的
営
み
を
視
野
に
入
れ
て
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
諸
問
題
に
つ
い
て
は
後
日
の
事
と
す
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
婆
沙
論
』
と
『
涅
槃
経
』
の
二
諦
に
関
す
る
件
の
資
料
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
こ
と
が
い
え
る
。

①
両
仏
典
の
二
諦
に
関
す
る
記
述
は
四
諦
論
の
な
か
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
と
い
う
点
、
そ
し
て
問

答
の
ア
イ
デ
ア
に
お
い
て
同
じ
構
成
を
も
つ
。
こ
の
点
、『
中
論
』
観
四
諦
品
に
お
い
て
二
諦
が
論

じ
ら
れ
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
と
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。　

②
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
の
発
問
の
所
以
に
つ
い
て
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら

双
方
そ
れ
ぞ
れ
の
教
理
的
都
合
に
よ
っ
て
発
こ
さ
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

『
婆
沙
論
』
に
あ
っ
て
は
、
四
諦
の
詳
論
に
お
い
て
提
せ
ら
れ
た
仏
陀
の
二
諦
教
説
と
の
関
係
性

へ
の
問
い
に
は
じ
ま
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
二
諦
に
関
す
る
仏
説
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
の
か
と
い
う
ア
ビ
ダ
ル
マ
解
釈
学
的
立
場
か
ら
し
て
必
然
の
問
い
で
あ
る
。
こ
の
問
い
に
対
し

て
出
さ
れ
る
「
四
諦
の
一
一
に
二
諦
を
具
え
る
」
と
い
う
答
え
自
体
が
は
ら
む
矛
盾
を
解
決
す
る
た

め
に
出
さ
れ
た
テ
ー
マ
が
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
の
問
い
で
あ
る
。
答
え
は
、
唯

一
実
在
の
第
一
義
諦
（
勝
義
諦
）
に
依
拠
し
た
世
俗
諦
と
い
う
、
法
有
に
立
っ
た
有
部
の
二
諦
の
あ

り
方
に
求
め
ら
れ
る
が
、再
び
「
す
る
と
一
諦
の
み
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
矛
盾
に
突
き
当
た
る
。「
仏

陀
は
何
故
に
二
つ
の
諦
を
説
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
必
然
が
生
じ
る
。

③
そ
こ
で
、
毘
婆
娑
師
が
用
い
た
の
が
「
差
別
縁
」
と
い
う
説
明
で
あ
る
。「
差
別
縁
」
に
よ
っ

て
多
様
な
る
二
諦
義
が
成
り
立
つ
の
で
あ
る
。

④
『
涅
槃
経
』
に
あ
っ
て
は
、
聖
行
品
す
な
わ
ち
菩
薩
の
大
乗
大
般
涅
槃
の
行
と
し
て
の
四
諦
を

詳
説
す
る
過
程
で
「
無
量
」「
上
中
二
智
」
と
い
っ
た
概
念
を
導
入
し
て
、
論
説
の
内
容
を
四
諦
→

二
諦
→
（
一
）
実
諦
へ
と
巧
み
に
シ
フ
ト
し
て
ゆ
く
。
無
量
な
る
四
諦
へ
の
理
解
度
は
二
乗
と
仏
菩

薩
を
峻
別
さ
せ
て
上
中
二
智
を
出
し
、
上
中
二
智
論
は
二
諦
に
引
き
つ
が
れ
、
二
諦
に
関
す
る
「
無

量
・
有
量
」
の
別
は
二
乗
と
仏
菩
薩
の
二
諦
理
解
を
峻
別
さ
せ
、
さ
ら
に
仏
菩
薩
の
二
諦
理
解
の
無

量
性
の
本
質
を
問
う
経
説
へ
と
展
開
す
る
。
こ
こ
に
持
ち
出
さ
れ
る
の
が
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦

有
り
や
不
や
」
の
問
い
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
涅
槃
経
』
の
場
合
は
二
諦
の
相
即
不
二
と
い
う
答
え

が
す
で
に
用
意
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
答
え
を
引
き
出
す
役
割
を
も
つ
「
第
一
義
諦
の
中
に
世
諦
有
り

や
不
や
、
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
と
い
っ
た
二
諦
相
攝
的
な
問
い
を
発
し
た
。
二
諦

教
説
の
彼
方
に
あ
る
も
の
こ
そ
「（
一
）
実
諦
」
の
経
説
で
あ
り
、
発
問
に
対
す
る
『
涅
槃
経
』
的

答
え
で
あ
る
。

⑤
こ
の
よ
う
に
、二
つ
の
仏
典
は
発
問
の
先
に「
一
な
る
実
」を
追
求
す
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
る
。

す
な
わ
ち『
婆
沙
論
』は「
唯
一
の
実
在
と
し
て
の
第
一
義
諦（
勝
義
諦
）」で
あ
り
、『
涅
槃
経
』は「
実

諦
（
一
な
る
実
諦
）」
で
あ
っ
て
、前
者
は
法
有
を
基
調
と
し
、後
者
は
法
空
に
基
礎
づ
か
れ
て
い
る
。

⑥
両
者
は
（
婆
）「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
」（
涅
）「
世
諦
と
は
即
ち
第
一
義
諦
な
り
」
か

ら
発
せ
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
問
題
「
仏
陀
は
何
故
に
二
つ
の
諦
を
説
い
た
の
か
？
」
に
対
す
る
答
え

と
し
て
多
様
な
二
諦
義
を
も
っ
て
し
て
い
る
点
、
共
通
す
る
。

⑦
両
者
共
に
「
言
説
」
と
し
て
の
二
諦
解
釈
、「
凡
夫
所
知
＝
世
諦
」「
聖
人
の
所
知
＝
第
一
義
諦
」

と
す
る
二
諦
解
釈
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
点
、『
中
論
』
観
四
諦
品
・
青
目
釈
を
含
め
た
何
ら
か
の

接
点
を
感
じ
さ
せ
る
。

以
上
、『
涅
槃
経
』
の
「
世
諦
と
は
即
ち
第
一
義
諦
な
り
」
は
中
国
南
北
朝
期
以
降
、「
相
即
」
を

証
す
る
仏
説
と
し
て
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
が
、
翻
っ
て
み

て
み
る
な
ら
ば
発
問
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
？
」
は
唐
突
の
感
は
否
め
な
い
。
お
そ

ら
く
早
く
毘
婆
娑
師
に
よ
っ
て
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
目
的
を
も
っ
て
発
せ
ら
れ
た
問
い
で
あ
り
、
そ
れ

は
「
差
別
縁
」
と
い
う
解
釈
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
様
々
に
解
釈
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
ア
ビ
ダ
ル
マ

的
思
潮
に
触
れ
た
『
涅
槃
経
』
編
纂
者
は
、
そ
う
し
た
二
諦
解
釈
の
風
を
用
い
て
独
自
の
大
乗
大
般

涅
槃
経
と
し
て
の
二
諦
説
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

右
論
に
お
い
て
、
説
述
の
展
開
構
造
の
共
通
性
、
そ
の
構
造
が
モ
チ
ー
フ
的
に
流
布
し
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
面
か
ら
、『
婆
娑
論
』
と
『
涅
槃
経
』
と
を″
形
の
上
か
ら
〟
対
照
的
に
な
が
め
た
。

し
か
し
、
本
質
的
な
思
想
的
問
題
は
如
何
に
を
問
え
ば
、
問
い
「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不

や
？
」
に
対
す
る
答
え
、〔
婆
〕「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
」
と
〔
涅
〕「
世
諦
と
は
即
ち
第
一

義
諦
な
り
」
こ
そ
根
本
的
な
テ
ー
マ
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
答
え
の
眼
差
し
の

先
に
は
ま
っ
た
く
異
な
る
真
理
世
界
が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
こ
そ
小
乗
阿
毘
達
磨
と
大

乗
大
般
涅
槃
経
の
差
で
あ
っ
て
、
前
者
は
『
大
般
涅
槃
経
』
が
「
不
説
」
と
し
た
「
彼
経
」
を
護
持

す
る
二
乗
の
立
場
で
あ
り
、
後
者
は
、「
諸
法
性
空
寂
」
を
観
る
菩
薩
摩
訶
薩
が
立
場
と
す
る
大
乗

大
般
涅
槃
経
で
あ
る
。
こ
う
し
た
立
場
（
観
方
）
の
相
異
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
中
国
仏
教
に
お
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一
三

い
て
も
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

註
（1）
下
田
正
弘
著
『
涅
槃
経
の
研
究
』
一
五
七
頁
。

（2）
同
、
五
二
七
頁
注

（1）

（3）
大
正
蔵
一
二
、六
七
五
中
。

（4）
寶
亮
集
『
涅
槃
経
集
解
』
巻
第
二
十
七
の
「
聖
行
品
」
釈
下
で
、法
瑤
は
「
大
判
辨
聖
行
始
終
。

有
三
翻
。
第
一
従
出
家
已
下
。
明
修
戒
也
。
第
二
従
不
浄
観
已
下
。
明
修
定
也
。
第
三
四
諦
已

下
。
明
修
慧
也
。」、
僧
宗
は
「
聖
者
正
也
。
戒
定
慧
為
体
。
…
…
大
分
聖
行
可
為
六
段
。
第
一

明
戒
。
第
二
明
定
。
第
三
明
慧
。
此
三
段
明
体
既
竟
。
第
四
歎
経
。
第
五
辨
弘
通
。
第
六
仏
引

昔
日
苦
行
。
為
證
也
。」、
寶
亮
は
「
大
判
聖
行
。
有
四
段
。
第
一
明
戒
。
第
二
明
定
。
第
三
明

慧
。
第
四
歎
経
辨
流
通
也
。」（
以
上
、
大
正
蔵
三
七
、四
七
七
下
）
と
す
る
。

（5）
灌
頂
撰
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
第
十
四
に
「
初
釈
聖
行
為
三
。
一
双
釈
戒
行
。
二
双
釈
定
行
。

三
双
釈
慧
行
。」（
大
正
蔵
二
八
、一
二
二
下
）。

（6）
大
正
蔵
一
二
、六
八
二
下
。

（7）
同
右
。

（8）
大
正
蔵
一
二
、六
八
三
中
。

（9）
大
正
蔵
一
二
、六
八
三
下
。

（10）
同
右
。

（11）
同
右
。

（12）
大
正
蔵
一
二
、六
八
四
上
。

（13）
大
正
蔵
一
二
、六
八
四
上
。

（14）
大
正
蔵
一
二
、六
八
四
上
。

（15）
『
大
般
涅
槃
経
』
巻
第
七
「
邪
正
品
第
九
」
に
、「
經
雖
不
説
當
知
實
有
。
若
作
是
説
。
當
知

是
人
眞
我
弟
子
」（
大
正
蔵
一
二
、六
四
六
上
）。

（16）
「
同
じ
く
「
邪
正
品
」
に
、「
如
來
先
説
九
部
法
印
。
如
是
九
印
印
。
我
經
律
。
初
不
聞
有
方

等
經
典
一
句
一
字
。
如
來
所
説
無
量
經
律
。
何
處
有
説
方
等
經
耶
。 

如
是
等
中
未
曾
聞
有
十

部
經
名
。
如
其
有
者
。
當
知
必
定
調
達
所
作
。
調
達
惡
人
以
滅
善
法
造
方
等
經
。
我
等
不
信
如

是
等
經
是
魔
所
説
」（
大
正
蔵
一
二
、六
四
四
下
）。

（17）
大
正
蔵
一
二
、四
四
二
下
。

（18）
『
涅
槃
経
疏
』
巻
第
十
五
に
「
第
三
明
無
量
四
諦
慧
。
文
爲
三
。
初
明
無
量
無
量
。
二
結
爲
四

無
量
慧
。
三
結
爲
二
無
量
。
他
謂
此
文
會
通
四
諦
。」（
大
正
蔵
三
八
、一
二
八
下
）。

（19）
大
正
蔵
一
二
、六
八
四
下
。

（20）
大
正
蔵
一
二
、六
八
四
下
。

（21）
本
稿
・
前
号
（『
大
正
大
学
大
学
院
論
集
』
第
35
号
、
一
一
～
一
二
頁
）。

（22）
灌
頂
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
第
一
五
、「
聖
行
品
中
」
に
、「
八
種
不
同
。
即
爲
八
文
。
初
約

世
出
世
兩
人
。
判
二
諦
者
通
冠
下
七
。
一 

一
二
諦
各
有
此
意
。」（
大
正
蔵
三
八
、一
三
一
上
）。

因
み
に
、
智
顗
は
『
法
華
玄
義
』
巻
第
二
下
「
境
妙
」
の
「
二
諦
」
の
段
に
、「
夫
経
論
異
説

悉
是
如
來
善
権
方
便
。
知
根
知
欲
種
種
不
同
」（
大
正
蔵
三
三
、七
〇
二
中
）
と
し
て
隨
情
・
隨

智
・
隨
情
智
を
説
く
が
、
こ
う
し
た
二
諦
理
解
と
隨
情
な
ど
の
解
釈
の
方
法
は
『
涅
槃
経
』
に

よ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（23）
大
正
蔵
一
二
、六
八
四
下
～
六
八
五
上
。

（24）
灌
頂
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
第
二
「
今
明
智
者
大
師
有
七
二
諦
。
名
雖
不
同
其
義
可
會
。
一
生

滅
。
二
無
生
。
三
禪
俗
複
眞
。
四
禪
俗
禪
中
。
五
複
俗
禪
中
。
六
複
俗
複
中
。
七
圓
二
諦
。
若

依
法
華
玄
文
。
名
相
稍
別
義
意
必
同
。
讀
者
應
知
」（
大
正
蔵
三
八
、一
三
一
上
）。

（25）
灌
頂
『
大
般
涅
槃
経
疏
』
巻
第
十
六
に
、「
文
殊
白
佛
下
。
第 

二
明
圓
慧
行
。
舊
云
。
破
迷
四

諦
二
諦
一
諦
之
著
。
又
云
。
破
前
分
別
心
。
明
畢
竟
盡
淨
無
所
住
著
。
是
義
不
然
。
…
…
〔
中

略
〕
…
…
當
知
。
此
文
明
圓
慧
行
。
文
爲
四
。
一
發
起
。
二
正
説
。
三
領
解
。
四
結
章
。
初
發

起
中
。
不
稱
四
二
但
稱
一
實
。
何
以
知
之
。
昔
初
教
中
析
法
四
諦
。
摩
訶
衍
中
相
即
二
諦
。
先

已
曾
説
非
爲
希
有
。
又
非
無
上
。
今
臨
涅
槃
方
復
更
轉
一
實
眞
諦
是
爲
希
有 

名
爲
無
上
。
故

次
第
後
發
起
圓
慧
。（
大
正
蔵
三
八
、一
三
四
上
）



大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
六
号

14

一
四

（
Ａ
―
２
）〈
無
量
の
四
聖
諦
〉
説
か
ら
〈
二
諦
〉
説
へ

▽
四
聖
諦
は
無
量
の
衆
生
を
度
す 

「
善
男
子
よ
、
是
の
四
聖
諦
は
、
諸
仏
世
尊
、
次
第
し
て
之
を
説
き

た
ま
え
り
。
是
の
因
縁
を
以
て
無
量
の
衆
生
は
生
死
を
度
す
る
こ

と
を
得
る
な
り
」（684a

）  

▽
四
聖
諦
は
無
量
の
法
を
摂
し
尽
く
す                   

「『
我
が
覺
了
す
る
所
の
一
切
諸
法
は
、
大
地
に
因
り
て
生
ず
る
草

木
等
の
如
く
、諸
衆
生
の
為
に
宣
説
す
る
所
は
、手
中
の
葉
の
如
し
』

と
。
…
…
如
来
の
了
す
る
所
の
無
量
の
諸
法
は
、
若
し
四
諦
に
入

ら
ば
則
ち
已
に
説
け
り
と
為
し
、
若
し
入
ら
ず
ん
ば
應
に
五
諦
有

る
べ
し
…
…
」「
善
哉
、     

善
哉
、
善
男
子
よ
、
汝
が
今
問
う
所
は

能
く
無
量
の
衆
生
を
利
益
し
安
穏
に
し
快
樂
す
。
是
の
如
き
諸
法

は
悉
く
已
に
四
聖
諦
の 

中
に
摂
在
せ
り
」 

▽
「
不
説
」
と
言
う
所
以                             

中
智
・
上
智
〈
二
乗
と
仏
菩
薩
の
峻
別
〉

「
是
の
如
き
等
の
法
が
、
若
し
四
諦
に
在
ら
ば
、
如
来
は
何
ん
が
故

に
唱
え
て
〈
説
か
ず
〉
と
言
い
た
ま
え
る
や
」 

「
善
男
子
よ
、
復
た
中
に
入
る
と
雖
も
、
猶
お
説
く
と
は
名
づ
け
ず
。

何
を
以
て
の
故
に
。
善
男
子
よ
四
聖
諦
を
知
る
に
二
種
の
智
有
り
、

一
に
は
中
、
二
に
は
上
な
り
。
中
と
は
声
聞
縁
覚
の
智
、
上
と
は

諸
仏
菩
薩
の
智
な
り
。 

善
男
子
よ
、
諸
陰
の
苦
を
知
る
を
名
づ
け
て
中
智
と
為
し
、
諸
陰

を
分
別
す
る
に
無
量
相
有
っ
て
悉
く
諸
苦
な
る
は
、
諸
声
聞
縁
覚

の
知
る
所
に
非
ず
。
是
れ
を
上
智
と
名
づ
く
。                           

善
男
子
よ
、
是
の
如
き
等
の
義
は
、
我
れ
は
彼
の
經
に
於
い
て
竟

に
之
を
説
か
ず
。」

諸
入
の
苦
（
無
量
相
）                             

諸
界
の
苦
（
無
量
相
）                             

色
受
想
行
識
の
苦
（
無
量
相
）                       

愛
（
集
諦
）（
無
量
無
邊
）

煩
悩
の
滅
（
滅
諦
）（
無
量
相
）

煩
悩
を
離
る
（
道
諦
）（
無
量
無
邊
）「
善
男
子
よ
、
是
れ
道
相

▽
有
作
四
諦
の
総
結

３
．〈
無
量
四
諦
〉

▽
無
量
の
無
量
を
明
か
す

▽
四
無
量
の
慧
と
為
す
を
結
す

＊
根
を
示
し
智
を
弁
ず

＊
正
し
く
諦
相
を
釈
す

・
五
陰

・
十
二
入

・
十
八
界

・
集
諦

・
滅
諦

・
道
諦

《『
涅
槃
経
』
巻
一
一
～
一
三　

経
説
の
概
要
》 

《
灌
頂
『
涅
槃
経
疏
』
科　

取
要
》

（
経
）
復
た
次
に
迦
葉
よ
、
又
、
聖
行
有
り
。
所
謂
、
四
聖

諦
の
苦
集
滅
道
な
り
（T12,676b

）。  

釈
聖
行

戒
行

定
行

慧
行　
　

次
第
慧  

四
諦
〈
有
作
・
無
生
・
無
量
〉

二
諦 

一
諦

不
次
第
慧
（
円
慧
）〈
無
作
四
諦
〉

（
Ａ
―
１
）
四
聖
諦 

菩
薩
摩
訶
薩
の
聖
行
と
し
て
の
四
諦

を
詳
説 
次
第
慧

 （
Ａ
）
釈
四
諦
慧

１
．〈
有
作
四
諦
〉

①
苦
諦
（
八
苦
）
＊
「
是
れ
を
菩
薩
は
大
乗
大
涅
槃
経
に
住
し
て

生
苦
を
観
ず
と
名
づ
く
…
…
老
苦
・
病
苦
・
死
苦
・
愛
別
離
苦
・

怨
憎
会
苦
・
求
不
得
苦
・
五
陰
盛
苦
」

②
集
諦 

※
「
諸
凡
夫
人
に
苦
有
り
て
諦
無
く
、
声
聞
縁
覚
に
苦
有
り
苦
諦
有

り
て
真
実
無
し
。
諸
菩
薩
等
は
苦
の
無
苦
な
る
を
解
す
、
是
の
故

に
苦
無
く
し
て
真
諦
有
り
…
…
諸
菩
薩
等
は
集
の
無
集
な
る
を
解

す
…
…
集
無
く
し
て
真
諦
有
り
。
…
…
菩
薩
摩
訶
薩
に
道
有
り
真

諦
有
り
」 

③
滅
諦

④
道
諦  

①
苦
諦

②
集
諦

＊
２
．〈
無
生
四
諦
〉

（
涅
槃
経
疏
・T38,128a

）

③
滅
諦

④
道
諦



「
世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
」
発
問
の
周
囲
（
２
）
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一
五

は
能
く
煩
悩
を
離
る
る
を
知
る
、
是
れ
を
中
智
と
名
づ
く
。
道
相
を
分

別
す
る
に
無
量
無
邊
に
し
て
離
る
る
所
の
煩
悩
も
亦
た
無
量
無
邊

な
る
は
、諸
声
聞
縁
覚
の
知
る
所
に
非
ず
、是
れ
を
上
智
と
名
づ
く
。

苦
の
如
き
等
の
義
は
我
れ
彼
の
經
に
於
い
て
亦
た
之
を
説
か
ず
。」  

  ▽
中
智
・
上
智
と
二
諦                           

「
善
男
子
よ
、
世
諦
を
知
る
、
是
れ
を
中
智
と
名
づ
く
。
世
諦
を
分

別
す
る
に
無
量
無
邊
に
し
て
称
計
す
可
か
ら
ざ
る
は
、
諸
声
聞
縁

覚
の
知
る
所
に
非
ず
、
是
れ
を
上
智
と
名
づ
く
。
是
の
如
き
等
の

義
は
、
我
れ
は
彼
の
經
に
い
て
亦
た
之
を
説
か
ず
。                                  

善
男
子
よ
、
一
切
行
無
常
、
諸
法
無
我
、
涅
槃
寂
滅
は
第
一
義
諦

な
り
と
知
る
、
是
れ
を
中
智
と
名
づ
く
。
第
一
義
は
無
量
無
邊
に

し
て
称
計
す
可
か
ら
ず
と
知
る
は
、
諸
声
聞
縁
覚
の
知
る
所
に
非

ず
、
是
れ
を
上
智
と
名
づ
く
。
是
の
如
き
等
の
義
は
、
我
れ
は
彼

の
經
に
於
い
て
之
を
説
か
ず
」  

▽
四
無
量
を
結
し
て
二
無
量
と
為
す

（
Ｂ
）
二
諦
経
説
論

 《
発
問
》   

文
殊
師
利
菩
薩
、
仏
に
白
し
て
言
く
、 

「
世
尊
よ
、
説
く
所
の
世
諦
と
第
一
義
諦
は
、
其
の
義
は
云
何
。

第
一
義
諦
の
中
に
世
諦
有
り
や
不
や
、                      

世
諦
の
中
に
第
一
義
諦
有
り
や
不
や
。                      

如
し
其
れ
有
れ
ば
即
ち
是
れ
一
諦
な
ら
ん
、                   

如
し
其
れ
無
く
ん
ば
將
に
如
來
の
虚
妄
の
説
に
非
ず
や
。」
と
。      

仏
言
く
、                                           

「
世
諦
と
は
即
ち
第
一
義
諦
な
り
」
と
。

文
殊
師
利
言
く
、                                      

「
若
し
爾
ら
ば
則
ち
二
諦
無
け
ん
」
と
。

 《
多
様
な
二
諦
の
義
》                                  

仏
言
く
、                                           

善
方
便
有
り
て
、
衆
生
に
隨
順
し
て
二
諦
有
り
と
説
く
の
み
。

若
し
、
言
説
に
隨
わ
ば
則
ち
二
種
有
り
、
一
に
は
施
法
、
二
に
は

（
Ｂ
）
釈
二
諦
慧

※
「
今
彼
の
七
種
二
諦
を
以
て
来
た
り
て
是
の
文

を
釈
せ
ん
と
欲
す
る
に
、仏
旨
知
り
難
け
れ
ば
、

且
く
一
師
（
天
台
と
見
て
い
い
）
の
見
を
出
さ

ん
。
八
種
不
同
、
即
ち
八
文
と
為
す
…
…
」

※
件
の
「
善
男
子
よ
」
に
は
じ
ま
る
八
種
の
二
諦

解
釈
の
経
文

※
し
か
し
、
所
詮
、
経
文
の
次
第
に
七
種
二
諦
を

そ
の
ま  

ま
当
て
は
め
る
に
は
難
点
あ
ろ
う
。

灌
頂
の
苦
心
の
跡
が
見
て
取
れ
る
。

〈
七
種
二
諦
解
釈
を
施
す
〉

①
隨
情
智
の
二
諦
（
下
七
に
冠
ら
せ
る
）

「
世
出
世
人
の
両
人
に
約
し
て
二
諦
を
判
ず
る

は
、
通
じ
て
下
の
七
に
冠
ら
し
む
。
一
一
の
二

出
世
法
な
り
。
…
…
出
世
人
の
所
知
の
如
き
は
第
一
義
諦
と
名
づ

け
、
世
人
の
知
る
も
の
を
名
づ
け
て
世
諦
と
為
す
。

  ※
『
婆
沙
論
』『
中
論
』『
順
正
理
論
』
な
ど
に
見
え
る
解
釈
。

諦
に
各
の
是
の
意
有
り
。
世
情
は
多
想
な
れ
ど

も
束
ね
て
世
諦
と
爲
し
、
聖
智
は
多
知
な
れ
ど

も
束
ね
て
真
諦
と
為
す
。
是
れ
即
ち
隨
情
智
に

二
諦
を
判
ず
。」

〔
復
次
〕
五
陰
の
和
合
を
称
し
て
某
甲
と
言
う
の
み
。
凡
夫
・
衆
生

は
其
の
称
す
る
所
に
隨
う
、
是
れ
を
世
諦
と
名
づ
く
。
陰
に
某
甲

の
名
字
有
る
こ
と
無
く
、
陰
を
離
れ
て
亦
た
某
甲
の
名
字
無
し
と

解
す
る
は
出
世
の
人
な
り
。
其
の
性
相
の
如
く
に
し
て
能
く
之
を

知
る
を
第
一
義
諦
と
名
づ
く
」

※
毘
婆
沙
師
（
世
友
・
達
羅
達
多
）
の
解
釈     

②
生
滅
の
二
諦

「
名
・
無
名
に
約
し
て
判
ず
。
陰
を
攬
る
を
生

と
名
づ
く
。
即
ち
世
諦
。
陰
に
即
し
陰
を
離
れ

て
性
の
如
く
是
れ
を
知
る
。
性
は
即
ち
真
諦
な

り
。
是
れ
有
作
の
四
諦
に
約
し
て
立
つ
。」

〔
復
次
〕
或
い
は
復
た
法
有
り
て
名
有
り
実
有
り
、
或
い
は
復
た
法

有
り
て
名
有
り
実
無
し
。
善
男
子
よ
、
名
有
り
実
無
し
と
は
即
ち

是
れ
世
諦
、
名
有
り
実
有
り
と
は
即
ち
是
れ
第
一
義
諦
な
り
。                   

③
無
生
の
二
諦

 

「
世
は
但
だ
虚
名
に
し
て
真
実
無
し
。
不
生
不

滅
に
し
て
法
相
に
称
う
は
即
ち
是
れ
眞
諦
な

り
。
色
に
即
し
て
空
な
る
こ
と
能
わ
ず
、
故
に

名
有
り
て
実
無
し
。
色
に
即
し
て
是
れ
空
な
る

能
う
、
故
に
実
有
り
名
有
り
。
是
れ
無
生
の
四

諦
に
依
っ
て
是
れ
を
立
つ
。」

〔
復
次
〕
我
・
衆
生
・
寿
命
・
知
・
見
・
養
育
・
丈
夫
・
作
者
・
受
者
・

熱
時
炎
・
乾
闥
婆
城
・
亀
毛
・
兎
角
・
旋
火
輪
・
諸
陰
界
入
の
如

き
は
是
れ
を
世
諦
と
名
づ
く
。
苦
集
滅
道
を
第
一
義
諦
と
名
づ
く
。

※
毘
婆
沙
師
の
解
釈
：
世
間
現
見
の
世
俗
施
設
の
事
＝
世
諦

四
諦
十
六
行
＝
第
一
義
諦 

④
単
俗
複
真
の
二
諦

「
仮
名
幻
化
、
熱
炎
火
輪
は
但
だ
其
の
名
有
り

て
其
の
実
無
し
。
世
流
布
と
称
す
。
即
ち
是
れ

世
諦
（
但
だ
世
流
布
の
俗
で
あ
っ
て
中
で
は
な

い
＝
単
俗
）
な
り
。
真
と
中
と
合
し
て
共
に
真

諦
（
複
真
）
と
為
す
。
若
し
単
に
真
を
以
て
第

一
義
と
爲
さ
ば
苦
集
滅
道
是
れ
第
一
義
と
言
う

こ
と
を
得
ず
。
倶
に
四
諦
を
指
す
は
即
ち
真
と

中
と
合
す
れ
ば
な
り
。
是
れ
無
量
の
四
聖
諦
を

明
か
す
中
、
若
し
は
真
、
若
し
は
中
を
同
じ
く

第
一
義
諦
と
為
す
。
前
の
文
に
、
第
一
義
諦
は

無
量
無
邊
に
し
て
称
説
す
べ
か
ら
ず
と
云
え
り
」

〔
復
次
〕
世
法
に
五
種
有
り
、
一
に
は
名
世
、
二
に
は
句
世
、
三
に

は
縛
世
、四
に
は
法
世
、五
に
は
執
著
世
な
り
。
…
…[

名
世]

男
女
・

瓶
・
衣
・
車
乗
・
屋
舎
、
是
の
如
き
等
の
物
…
…
、[

句
世]

四
句

一
偈
、
是
の
如
き
等
の
偈
…
…
、[

縛
世]

捲
合
・
繋
結
・
束
縛
・

⑤
単
俗
単
中
の
二
諦

「
五
法
は
炎
輪
の
如
し
。
炎
輪
は
法
を
譬
う
。

法
と
譬
と
互
い
に
挙
げ
て
同
じ
く
単
俗
な
り
。

心
に
顛
倒
無
く
如
実
に
知
れ
ば
即
ち
単
に
中
道

を
指
し
て
以
て
如
実
と
為
す
。
是
れ
有
作
無
生
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六

以
て
俗
に
随
い
て
二
諦
を
説
く
こ
と
無
量
無
邊
な

れ
ど
も
、
止
だ
七
種
を
論
ず
。
何
ぞ
驚
怪
す
る
に
足

ら
ん
。
能
く
是
の
如
く
知
る
を
慧
聖
行
と
名
づ
く
。」

＊
「
古
来
、
皆
な
此
の
二
諦
の
文
に
迷
う
。
今
、

天
台
大
師
の
二
諦
の
義
を
用
い
来
た
り
て
八
番
を

釈
す
る
に
、義
則
ち
相
応
し
、真
に
聖
慧
に
順
ず
。」

（
Ｃ
）〈
二
諦
〉
か
ら
実
諦
（
一
実
諦
）
へ

「
文
殊
師
利
菩
薩
は
仏
に
白
し
て
言
さ
く
。
世
尊
、
言
う
所
の
実
諦

は
、
其
の
義
は
云
何
、
と
。
仏
言
く
。
善
男
子
、
実
諦
と
言
う
は

名
づ
け
て
真
法
と
曰
う
。
…
…
善
男
子
、
実
諦
と
は
一
道
清
浄
に

し
て
二
有
る
こ
と
無
き
な
り
。
…
…
」

（
Ｃ
）
釈
一
実
諦
慧

 （
以
下
略
す
）

合
掌
…
…[

法
世]

槌
を
鳴
ら
し
て
僧
を
集
め
、
鼓
を
厳
り
て
兵
を

誡
め
、
貝
を
吹
き
て
時
を
知
ら
せ
る
が
如
き
…
…[

執
著
世]

遠
き

人
を
望
み
て
染
衣
の
者
の
有
れ
ば
想
を
生
じ
執
着
し
て
沙
門
な
り

是
は
婆
羅
門
に
非
ず
と
言
い
、
結
縄
を
身
上
に
横
た
え
佩
び
る
有

る
を
見
れ
ば
便
ち
念
を
生
じ
て
婆
羅
門
な
り
是
れ
は
沙
門
に
非
ず

と
言
う
が
如
き
…
…
若
し
衆
生
有
り
て
是
の
如
き
等
の
五
種
の
世

法
に
於
い
て
、
心
に
顛
倒
無
く
、
如
実
に
知
ら
ば
、
是
れ
を
第
一

義
諦
と
名
づ
く
。       

※
婆
沙
論
に
見
え
る
伝
統
的
解
釈

等
の
苦
集
を
俗
と
為
し
、
下
の
一
実
諦
を
指
し

て
真
と
為
す
こ
と
を
明
か
す
。」

〔
復
次
〕
若
し
は
焼
、
若
し
は
割
、
若
し
は
死
、
若
し
は
壊
、
是
れ

を
世
諦
と
名
づ
け
、
焼
無
く
割
無
く
死
無
く
壊
無
き
、
是
れ
を
第

一
義
諦
と
名
づ
く
。

⑥
複
俗
単
中
の
二
諦

「『
若
焼
若
死
』は
此
れ
体
法
の
始
終
を
明
か
し
、

『
若
割
若
壊
』
は
此
れ
析
法
の
始
終
を
明
か
す
。

即
ち
兩
の
始
を
以
て
有
と
為
し
、
兩
の
終
は
皆

な
無
と
す
。
此
の
有
無
は
之
を
合
し
て
俗
と
為

す
。
即
ち
是
れ
複
俗
な
り
。
単
に
中
道
の
非
有

非
無
を
指
す
が
故
に
焼
割
無
き
は
即
ち
第
一
義

諦
な
り
。
上
の
有
作
、
無
生
の
真
俗
同
じ
く
名

づ
け
て
俗
と
為
し
、
下
の
一
実
諦
を
指
し
て
以

て
真
と
為
す
こ
と
を
明
か
す
。」

〔
復
次
〕
八
苦
の
相
有
る
を
名
づ
け
て
世
諦
と
爲
し
、
生
無
く
老
無

く
病
無
く
死
無
く
愛
別
離
苦
無
く
怨
憎
会
苦
無
く
求
不
得
苦
無
く

五
陰
盛
苦
無
き
、
是
れ
を
第
一
義
諦
と
名
づ
く
。

※
大
乗
的
「
無
相
空
」
に
基
づ
く
二
諦
解
釈 

⑦
複
俗
複
中
の
二
諦

「
複
俗
は
向
の
如
し
。
複
中
と
言
う
は
、
単
に

理
を
指
す
に
非
ず
、
事
に
即
し
て
理
に
し
て
法

界
円
か
に
備
わ
る
を
名
づ
け
て
複
中
と
為
す
。

此
れ
上
來
の
有
作
無
生
の
真
と
俗
と
を
合
し
て

皆
な
名
づ
け
て
俗
と
為
す
。
下
の
一
実
不
思
議

を
指
し
て
真
諦
と
為
す
。
…
…
此
の
一
番
は
猶

ほ
是
れ
複
俗
複
中
の
二
諦
な
り
。」

〔
復
次
〕
一
人
に
し
て
多
く
能
と
す
る
所
有
る
が
如
し
。
若
し
は
其
れ

走
る
時
は
則
ち
走
者
と
名
づ
け
、
若
し
は
収
め
刈
る
時
は
復
た
刈

者
と
名
づ
け
、
或
い
は
飮
食
を
作
る
時
は
作
食
者
と
名
づ
け
、
若

し
は
材
木
を
治
め
る
時
は
則
ち
工
匠
と
名
づ
け
、
金
銀
を
鍛
え
る

時
は
金
銀
師
と
言
う
、
是
の
如
く
一
人
に
し
て
多
く
の
名
字
有
り
。

法
も
亦
た
是
の
如
く
、
其
の
実
は
是
れ
一
に
し
て
多
名
有
り
。

※
大
乗
的
二
諦
解
釈

※
〈
一
な
る
実
（
諦
）〉
へ

⑧
円
の
二
諦

「
円
の
二
諦
は
真
俗
相
即
し
て
皆
な
不
可
思
議

な
る
こ
と
を
明
か
す
。
譬
え
ば
、
父
母
和
合
し

て
子
を
生
ず
る
が
如
し
、
一
人
多
能
は
以
て
円

俗
を
譬
う
。
十
二
因
縁
和
合
し
三
道
即
ち
是
れ

三
徳
な
る
は
即
ち
第
一
義
以
て
円
真
を
顕
す
な

り
。
是
を
不
可
思
議
の
二
諦
と
名
づ
く
。」

＊
「
一
切
の
二
諦
は
悉
く
此
の
中
に
入
る
。
方
便


